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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 

 本標準は、１９９４年７月、国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）において勧告化され

たＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２１１０に準拠している。 

 

２．上記国際勧告などに対する追加項目等 
 なし 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 平成 ６年１１月２４日 制 定 

第 1.1 版 平成 ８年 ２月 ６日 記述内容に関する訂正 

 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 
 

５．その他 
 ＪＴ－Ｑ２１１０が参照している勧告、標準等 

 ＴＴＣ標準：ＪＴ－Ｉ１５０，ＪＴ－Ｉ３６１，ＪＴ－Ｉ３６３ 

ＪＴ－Ｑ７０４，ＪＴ－Ｑ２１００，ＪＴ－Ｑ２１３０ 

ＪＴ－Ｑ２９３１ 
 ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｘ．２００，Ｘ．２１０，Ｑ．２１４０，Ｘ．２９０ 
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１．序　文

　この標準は、サービス依存コネクション型プロトコル（ＳＳＣＯＰ）を規定する。この標準は、ＳＳＣ

ＯＰエンティティ間での情報転送や制御のための同位プロトコル、ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦの間の相互関係、

ＳＳＣＯＰとＡＡＬ共通部の間の相互関係およびＳＳＣＯＰとＡＡＬマネージメントプレーンの間の相互

関係を規定する。標準ＪＴ－Ｑ２１００〔８〕は、この標準とＵＮＩのシグナリング用ＳＳＣＦのための

標準ＪＴ－Ｑ２１３０〔９〕とＮＮＩのシグナリング用ＳＳＣＦのためのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２１４０

〔10〕との関係を説明している。

２．参　照

　本標準では、参照する形式として日付をつけたりつけなかったりすることにより、他の発行物を取り入

れている。これらの参照は本文中の適当な場所にて引用され、その参照物は以下に示される。日付つきの

参照では、これらの発行物のどんな改訂あるいは修正も、本標準の改訂あるいは修正によりそれらが本標

準に取り入れられる場合にのみ適用される。日付なしの参照では、その発行物の最新版が参照で適用され

る。

〔１〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２００－ＩＴＵ－Ｔアプリケーションのための開放型システム間相互接続の参

照モデル

〔２〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１０－ＯＳＩレイヤサービス規約

〔３〕標準ＪＴ－Ｉ１５０－広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭ機能特性

〔４〕標準ＪＴ－Ｉ３６１－広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭレイヤ仕様

〔５〕標準ＪＴ－Ｑ２９３１－広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）　ユーザ・網インタフェース　レイヤ３

仕様　基本呼／コネクション制御

〔６〕標準ＪＴ－Ｑ７０４－信号網機能部

〔７〕標準ＪＴ－Ｉ３６３－広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）仕様

〔８〕標準ＪＴ－Ｑ２１００－広帯域ＩＳＤＮシグナリング用ＡＴＭアダプテーションレイヤ概要記述

（ＳＡＡＬ）

〔９〕標準ＪＴ－Ｑ２１３０－広帯域ＩＳＤＮ　ＵＮＩシグナリング用ＡＡＬサービス依存コーディネー

ション機能（ＳＳＣＦ－ＵＮＩ）

〔10〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２１４０－広帯域ＩＳＤＮ　ＮＮＩシグナリング用ＡＡＬサービス依存コー

ディネーション機能（ＳＳＣＦ－ＮＮＩ）

〔11〕ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２９０－ＩＴＵ－ＴアプリケーションのためのＯＳＩ適合性試験の方法論と枠

組み：一般的概念
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３．標準ＪＴ－Ｑ２１１０で使われている略語と用語

AA ATM Adaptation ＡＴＭアダプテーション

AAL ATM Adaptation Layer ＡＴＭアダプテーションレイヤ

ATM Asynchronous Transfer Mode 非同期転送モード

BGAK Begin Acknowledge(PDU) 確認応答開始（ＰＤＵ）

BGN Begin(PDU) 開始（ＰＤＵ）

BGREJ Begin Reject(PDU) 拒絶開始（ＰＤＵ）

B-ISDN Broadband Intergrated Services Digital Network 広帯域ＩＳＤＮ

BR Buffer Release バッファ解放

CPCS Common Part Convergence Sublayer ＣＳ共通部

END End(PDU) 終了（ＰＤＵ）

ENDAK End Acknowledgement(PDU) 終了確認応答（ＰＤＵ）

ER Error Recovery(PDU) 誤り回復（ＰＤＵ）

ERAK Error Recovery Acknowledgement(PDU) 誤り回復確認応答（ＰＤＵ）

ID Interface Data インタフェースデータ

LM Layer Management レイヤマネージメント

MAA Management ATM Adaptation ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄＡＴＭアダプテーション

MD Management Data(PDU) マネージメントデータ（ＰＤＵ）

MSB Most Significant Bit 最上位ビット

MTP Message Transfer Part メッセージ転送部

MaxCC Maximum Connection Control(Count) 最大コネクション制御（カウント）

MaxPD Maximum Poll Data(Count) 最大ポールデータ（カウント）

MaxSTAT Maximum STAT(Count) 最大ＳＴＡＴ（カウント）

MU Message Unit メッセージ単位

NNI Network Node Interface ネットワークノードインタフェース

OSI Open Systems Interconnection 開放型システム間相互接続

PAD Padding パディング

PCI Protocol Control Information プロトコル制御情報

PD POLL Data ポールデータ

PDU Protocol Data Unit プロトコルデータユニット

PL Pad Length パディング長

PICS Protocol Implementation Conformance Statement プロトコル実装適合宣言

POLL Poll(PDU) ポール（ＰＤＵ）

QoS Quality of Service サービス品質

R Reserved(field) 予約（フィールド）

RN Retrieval Number 回収番号

RS Resynchronization(PDU) 再同期（ＰＤＵ）

RSAK Resynchronization Achnowledge(PDU) 再同期確認応答（ＰＤＵ）

Rsvd Reserved 予約

S Source(field) ソース（フィールド）

SAAL Signalling ATM Adaptation Layer ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ用ＡＴＭｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝﾚｲﾔ

SAP Service Access Point サービスアクセスポイント
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SAR Segmentation And Reassembly 分割／組立サブレイヤ

SD Sequenced Data(PDU) 順序保存データ（ＰＤＵ）

SDL State and Description Language 状態記述言語

SDU Service Data Unit サービスデータユニット

SN Sequence Number シーケンス番号

SSCF Service Specific Coordination Function ｻｰﾋﾞｽ依存ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ機能

SSCOP Service Specific Connection Oriented Protocol ｻｰﾋﾞｽ依存ｺﾈｸｼｮﾝ型ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

SSCS Service Specific Convergence Sublayer ＣＳサービス依存部

STAT Solicited Status(PDU) 勧誘型状態（ＰＤＵ）

UD Unnumbered Data(PDU) 非番号制データ（ＰＤＵ）

UNI User Network Interface ユーザ網インタフェース

USTAT Unsolicited Status(PDU) 非勧誘型状態（ＰＤＵ）

UU User-to-User ユーザ間

VR Receiver Variable 受信変数

VT Transmitter Variable 送信変数

（ＴＴＣ注）詳細な情報は、別途記載されている「ＳＡＡＬの用語」を参照のこと
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４．概　説

サービス依存コネクション型プロトコル（ＳＳＣＯＰ）は、ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）

のＣＳサービス依存部（ＳＳＣＳ）の中に位置づけられている。図１／ＪＴ－Ｑ２１１０はＡＡＬの構造

を示している。ＳＳＣＯＰはＳＳＣＯＰのユーザ間で可変長のサービスデータユニット（ＳＤＵ）を転送

するために使用される。

ＳＳＣＯＰは、サービス依存コーディネーション機能（ＳＳＣＦ）にＳＳＣＯＰのサービスを提供する。

ＳＳＣＦはＡＡＬのユーザのニーズに応じてＳＳＣＯＰのサービスをマッピングする。ＳＳＣＦは他のＩ

ＴＵ勧告またはＴＴＣ標準で規定されている。ＳＳＣＯＰはＣＰＣＳ（コンバージェンスサブレイヤ共通

部）プロトコルとＳＡＲプロトコルのサービスを利用する。それらのプロトコルは、ＳＳＣＯＰプロトコ

ルデータユニット（ＰＤＵ）の非確認型情報転送と誤り検出を提供する。ＣＰＣＳとＳＡＲプロトコルに

ついては標準ＪＴ－Ｉ３６３〔７〕で規定されている。

図１／ＪＴ－Ｑ２１１０に示すように、ＡＡＬは機能的に共通部とサービス依存コンバージェンスサブ

レイヤ（ＳＳＣＳ）に分けられる。ＳＳＣＳは個々のサービスアプリケーションのニーズに応じて規定さ

れ、機能的に何もしない場合もある。ＳＳＣＯＰは異なるＡＡＬ共通部のプロトコル上で動作し、また異

なるＳＳＣＦによって使用されうる。ＳＳＣＦはサービスアプリケーションのニーズに対応している。共

通部のプロトコルについては標準ＪＴ－Ｉ３６３〔７〕で規定されている。

現在のところ、ＳＳＣＯＰはシグナリング用ＡＡＬ（ＳＡＡＬ）で用いられる。ＳＡＡＬの目的はＵＮ

ＩとＮＮＩのレイヤ３エンティティ間の情報を非同期転送モード（ＡＴＭ）の仮想チャンネルを使って運

ぶことである。ＳＳＣＯＰの他の用途については今後の検討課題である。

ＳＡＡＬの定義は、開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）のための参照モデルとレイヤサービス規約を

規定しているＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２００〔１〕とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１０〔２〕の原理と用語を考慮し

ている。

注１）現在、物理レイヤについては標準ＪＴ－Ｉ１５０〔３〕と標準ＪＴ－Ｉ３６１〔４〕で規定されて

いる。レイヤ３はＵＮＩのための標準ＪＴ－Ｑ２９３１〔５〕とＮＮＩ用の標準ＪＴ－Ｑ７０４

〔６〕で規定されている。広帯域ＩＳＤＮのＵＮＩとＮＮＩのプロトコルと手順を完全に定義する

ためには、これらの標準や勧告を参照すべきである。

注２）レイヤ３という用語は、ＳＡＡＬの上位レイヤであるＳＡＡＬサービスのユーザを表すために使用

される。
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　この標準では次のことを規定する。

　　ａ．ＳＳＣＯＰエンティティ間の情報転送と制御のための同位プロトコル

　　ｂ．ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦの間の相互関係

　　ｃ．ＳＳＣＯＰとＡＡＬ共通部の間の相互関係

　　ｄ．ＳＳＣＯＰとＡＡＬマネージメントプレーンの間の相互関係

注１）この図は機能の位置を示しており、ＯＳＩモデル原理で規定されるサブレイヤを示しているわけで

はない。ＡＡＬ共通部はＣＰＣＳプロトコルとＳＡＲプロトコルで構成される。

注２）ＳＳＣＦはＰＤＵの交換プロトコルを含む場合もある。

図１／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＡＡＬの構造

（ITU-T　Q.2110）

プリミティブ

ＡＡＬサービス
アクセスポイント

同位ＰＤＵ
（注２）

ＡＡＬサービス
依存部機能

同位ＰＤＵ

信号

ＡＡＬ共通部機能
同位ＰＤＵ

ＡＴＭサービス
アクセスポイント

プリミティブ

サービス依存
コーディネーション機能

（ＳＳＣＦ）

サービス依存
コネクション型プロトコル

（ＳＳＣＯＰ）

ＡＡＬ共通部のプロトコル
（ＣＰ－ＡＡＬ）

信号
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５．ＳＳＣＯＰの機能

ＳＳＣＯＰは、次の機能を実現する。

ａ．転送順序保証

この機能は、ＳＳＣＯＰユーザからわたされたＳＳＣＯＰ－ＳＤＵの転送順序を保証する。

ｂ．選択再送によるエラー訂正

番号付けをすることによって、受信ＳＳＣＯＰエンティティは、受信しなかったＳＳＣＯＰ－Ｓ

ＤＵを検出できる。この機能は、検出したシーケンスエラーを再送により訂正する。

ｃ．フロー制御

この機能は、同位のＳＳＣＯＰ送信側エンティティが情報を送信することができる速度を、ＳＳ

ＣＯＰ受信側が制御することを可能にする。

ｄ．レイヤマネージメントへのエラー通知

この機能は、エラーが発生したとき、それをレイヤマネージメントへ通知する。

ｅ．キープアライブ

この機能は、ひとつのコネクションに加わっている２つの同位のＳＳＣＯＰエンティティが、長

い間データ転送が無い場合においても、リンクコネクション設定状態に留まっていることを確認す

る。

ｆ．ローカルデータ回収

この機能は、ローカルＳＳＣＯＰユーザが、ＳＳＣＯＰエンティティから未だ解放されてない、

連続するＳＤＵの回収を可能にする。

ｇ．コネクション制御

この機能は、ＳＳＣＯＰコネクションの設定、解放、および再同期を実現する。これは、送達保

証が無い可変長のユーザ間メッセージの伝送も可能にする。

ｈ．ユーザデータ転送

この機能は、ＳＳＣＯＰユーザ間でのユーザデータの伝送に使用される。ＳＳＣＯＰは、確認型

のデータの伝送も、非確認型のデータの伝送も、共にサポートする。

ｉ．プロトコルエラー検出と回復

この機能は、プロトコル上のエラーを検出し、回復する。

ｊ．状態通知

この機能は、発信側および受信側同位エンティティに、状態情報のやり取りを行うことを可能に

する。
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６．レイヤ間通信のための構成要素

　この節では、ＳＳＣＯＰ～ＳＳＣＦ間の信号シーケンスのための、信号と状態遷移図を定義する。この

“信号”という用語は、ＳＳＣＦ～ＳＳＣＯＰ間にはサービスアクセスポイントが定義されてないことを

反映させるために、“プリミティブ”の代わりに使用される。

（ＴＴＣ注）信号のタイプはプリミティブと同様“要求”，“表示”，“応答”，“確認”がある。

6.1　SSCOP～SSCF 間、SSCOP～SSCS レイヤマネージメント間の信号

　次に示す、ＳＳＣＦ～ＳＳＣＯＰ間のＡＡ信号と、ＳＳＣＳレイヤマネージメント～ＳＳＣＯＰ間のＭ

ＡＡ信号が、定義されている。

表１／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰ信号とパラメータ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

タ　　　イ　　　プ信　　　号

要　　求 表　　示 応　　答 確　　認

ＡＡ－設定 SSCOP-UU

BR

SSCOP-UU SSCOP-UU

BR

SSCOP-UU

ＡＡ－解放 SSCOP-UU SSCOP-UU

Source

未定義 △

ＡＡ－データ ＭＵ ＭＵ

ＳＮ

未定義 未定義

ＡＡ－再同期 SSCOP-UU SSCOP-UU △ △

ＡＡ－回復 未定義 △ △ 未定義

ＡＡ－ユニットデータ ＭＵ ＭＵ 未定義 未定義

ＡＡ－回収 ＲＮ ＭＵ 未定義 未定義

ＡＡ－回収完了 未定義 △ 未定義 未定義

ＭＡＡ－エラー 未定義 Code

Count

未定義 未定義

ＭＡＡ－ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ ＭＵ ＭＵ 未定義 未定義

　△：パラメータが無い信号
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6.1.1　信号の定義

　これらの信号の定義は、次のとおりである。

　ａ．「ＡＡ－設定」信号は、同位のユーザエンティティ間で、確認型情報転送のポイント・ポイント・

コネクションの設定に使用される。

　ｂ．「ＡＡ－解放」信号は、同位のユーザエンティティ間で、確認型情報転送のポイント・ポイント・

コネクションの終了に使用される。

　ｃ．「ＡＡ－データ」信号は、同位のユーザエンティティ間のＳＳＣＯＰ－ＳＤＵの、確認型のポイン

ト・ポイント転送に使用される。

　ｄ．「ＡＡ－再同期」信号は、ＳＳＣＯＰコネクションの再同期設定に使用される。

（ＴＴＣ注：ＳＳＣＯＰコネクションの再同期設定において、双方のＳＳＣＯＰ同位エンティティ

は該コネクションのバッファを解放および状態変数の初期化を行ったうえで、該コネクションの再

設定を行う。）

　ｅ．「ＡＡ－回復」信号は、プロトコル誤りから回復するまでの間に使用される。

　ｆ．「ＡＡ－ユニットデータ」信号は、同位のユーザエンティティ間のＳＤＵの非確認型の、放送型お

よびポイント・ポイント転送に使用される。

　ｇ．「ＡＡ－回収」信号は、転送するためにユーザから付託されながら、未だ送信側から解放されない、

ＳＤＵの回収に使用される。

　ｈ．「ＡＡ－回収完了」信号は、ＳＳＣＯＰユーザに返すべきＳＤＵが、これ以上無いことの通知に使

用される。

　ｉ．「ＭＡＡ－エラー」信号は、ＳＳＣＯＰプロトコルの誤りや、特定のイベントをレイヤマネージメ

ントに通知することに使用される。

　ｊ．「ＭＡＡ－ユニットデータ」信号は、ＳＳＣＯＰと同位レイヤマネージメントエンティティとの間

の、非確認型の、放送型およびポイント・ポイント転送に使用される。

6.1.2　パラメータ定義

　表１／ＪＴ－Ｑ２１１０は各ＳＳＣＯＰ信号に関連するパラメータを示している。パラメータの定義は

以下のとおりである。
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　ａ．「メッセージユニット（ＭＵ）」パラメータは、可変長メッセージを運ぶ情報転送に用いられる。

ＡＡ－データ－要求信号，ＡＡ－ユニットデータ－要求信号，ＭＡＡ－ユニットデータ－要求信号

において、このパラメータはトランスペアレントにＳＳＣＯＰ－ＰＤＵの情報フィールドにマッピ

ングされる。ＡＡ－データ－表示信号，ＡＡ－ユニットデータ－表示信号，ＭＡＡ－ユニットデー

タ－表示信号において、受信ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵの情報フィールドの内容がこのパラメータにマッ

ピングされる。ＡＡ－回収－表示信号において、送信キュー（データは未送信）または送信バッ

ファからＳＳＣＯＰユーザに返すべき情報がこのパラメータにマッピングされる。ＭＵは１オク

テットの整数倍である。

　ｂ．「ＳＳＣＯＰユーザ間情報（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）」パラメータはコネクション制御時に可変長の

ユーザ間メッセージを運ぶために用いられる。ＳＳＣＯＰ－ＵＵはＢＧＮ，ＢＧＡＫ，ＢＧＲＥＪ，

ＲＳ，ＥＮＤの各ＰＤＵにおいて転送されるが、受信の保証はされない。要求信号と応答信号にお

いて、このパラメータはＳＳＣＯＰ－ＰＤＵのＳＳＣＯＰ－ＵＵ（ＳＳＣＯＰユーザ間）フィール

ドにトランスペアレントにマッピングされる。表示信号と確認信号において、受信ＳＳＣＯＰ－Ｐ

ＤＵのＳＳＣＯＰ－ＵＵフィールドの内容がこのパラメータにマッピングされる。ＳＳＣＯＰ－Ｕ

Ｕはヌル（データが存在しない）でも良いが、存在するときは１オクテットの整数倍である。

　ｃ．「シーケンス番号（ＳＮ）」パラメータは受信ＳＤ－ＰＤＵのＮ（Ｓ）の値を示し、データ回収動

作をサポートするのに用いてもよい。

　ｄ．「回収番号（ＲＮ）」パラメータはデータ回収をサポートするのに用いられる。ＲＮ＋１は回収さ

れるべき最初のＳＤ－ＰＤＵのＮ（Ｓ）の値を示す。“Ｕｎｋｎｏｗｎ”という値は、まだ送信さ

れていないＳＤ－ＰＤＵのみが回収されるはずであることを示す。“Ｔｏｔａｌ”という値は、送

信バッファと送信キューの両方にある全てのＳＤ－ＰＤＵが回収されるべきであることを示す。

　ｅ．「バッファ解放（ＢＲ）」パラメータはそれ以降のコネクションの解放において、送信バッファを

解放するかどうかを示す。データ転送中においても，このパラメータは送信バッファから選択的に

確認されたメッセージの解放も許容している。“Ｙｅｓ”という値は送信バッファと送信キューを

解放してよいことを示し、“Ｎｏ”という値は送信バッファと送信キューを解放してはいけないこ

とを示す。

　ｆ．「コード（Ｃｏｄｅ）」パラメータは発生したプロトコルエラーのタイプを示す。Ｃｏｄｅパラ

メータは付属資料Ａで定義されている。

　ｇ．「ソース（Ｓｏｕｒｃｅ）」パラメータは、ＳＳＣＯＰユーザに対し、ＳＳＣＯＰレイヤまたは同

位のＳＳＣＯＰユーザのいずれがコネクションの解放を起動したかを示す。このパラメータは“Ｓ

ＳＣＯＰ”または“ＵＳＥＲ”の２つの値のうちの１つをとる。“ＳＳＣＯＰ”が示される場合、

ユーザはＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータが存在してもそれを無視しなければならない。

　ｈ．「カウント（Ｃｏｕｎｔ）」パラメータはＳＤ－ＰＤＵの再送数を示す。
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6.2　信号シーケンスの状態遷移図

　この章では信号シーケンス上での制約を規定している。このシーケンスは、ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦの間

の１つのポイント・ポイントＳＳＣＯＰ終端点での状態に関連している。ポイント・ポイントＳＳＣＯＰ

終端点で可能な信号シーケンスの全体は図２／ＪＴ－Ｑ２１１０の状態遷移図で定義される。モデルはＳ

ＳＣＦから見たＳＳＣＯＰの状態遷移の様子を示す。このモデルは要求信号または応答信号が表示信号ま

たは確認信号と同時に現れないことを前提としている。さらにこのモデルは信号が処理遅延なしにすぐに

サービスされることを前提としている。

　図２／ＪＴ－Ｑ２１１０において、

　ａ．ＡＡ－ユニットデータ－要求信号とＡＡ－ユニットデータ－表示信号は状態遷移を伴わない非確認

型データ転送と関連しており、そのためいかなる状態でも使用可能である。それらはこの図では示

されていない。

　ｂ．許容される信号は、図に記述されている状態遷移（ある状態から同じ状態、またはある状態から別

の状態への遷移）を起こすものだけである。

　ｃ．ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦ間を通過する信号は衝突が起こらないように調整されていることを前提とし

ている。

　ｄ．アイドル状態（状態１）はコネクションがないことを表している。シーケンスの初期状態または最

終状態であり、再びこの状態に入るとコネクションは解放される。

6.3　ＳＳＣＯＰとＣＰＣＳ間の信号

　本標準では、ＣＰＣＳメッセージモードの動作を想定している。但し、ＣＰＣＳメッセージモードのオ

プションである“誤りデータの配信”は使用しない。ストリーミングモードの使用は今後の検討課題であ

る。

　ＳＳＣＯＰはＳＳＣＯＰとＣＰＣＳ間の２つの信号であるＣＰＣＳ－ユニットデータ－起動，ＣＰＣＳ

－ユニットデータ－通知を使用する。同位ＳＳＣＯＰエンティティへの転送に用いられるＳＳＣＯＰ－Ｐ

ＤＵはＣＰＣＳ－ユニットデータ－起動のインタフェースデータ（ＩＤ）パラメータの中に置かれる。Ｃ

ＰＣＳ－ユニットデータ－通知のインタフェースデータ（ＩＤ）パラメータから抽出されるメッセージは

同位ＳＳＣＯＰエンティティからの受信ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵである。ＣＰＣＳ－ユニットデータのその他

のパラメータは以下のように設定される。

　ＣＰＣＳ－ＬＰ：ＣＰＣＳ－ユニットデータ－起動に対しては、ＣＰＣＳ－ＬＰ＝０である。ＣＰＣＳ

－ユニットデータ－通知内のこのパラメータは無視される。

　ＣＰＣＳ－ＣＩ：ＣＰＣＳ－ユニットデータ－起動に対しては、ＣＰＣＳ－ＣＩ＝０である。ＣＰＣＳ

－ユニットデータ－通知に対するこのパラメータの使用は今後の検討課題である。

　ＣＰＣＳ－ＵＵ：このパラメータは送信エンティティによりゼロに設定され受信側で無視される。
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（注）ＳＳＣＯＰコネクション終端点の状態である回復起動中（状態８）は、ＳＳＣＯＰの状態である回

復応答待機中（状態８）と入側回復起動中（状態９）を包含している。これらの状態のどちらが適

用されているかは、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰの境界では見えない。出側回復起動中（状態７）は、Ｓ

ＳＣＦとＳＳＣＯＰの境界では見えない。

図２／ＪＴ－Ｑ２１１０　ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号シーケンスの状態遷移図

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ.２１１０）
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７．同位間通信のためのプロトコル要素

7.1　ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ

　プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を表２／ＪＴ－Ｑ２１１０に示す。

表２／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ名と定義

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

機　　能 ＰＤＵ名 ＰＤＵタイプ

フィールド

記　　述

設定 ＢＧＮ

ＢＧＡＫ

ＢＧＲＥＪ

０００１

００１０

０１１１

初期化要求

確認応答要求

コネクション拒絶

解放 ＥＮＤ

ＥＮＤＡＫ

００１１

０１００

切断コマンド

切断確認応答

再同期 ＲＳ

ＲＳＡＫ

０１０１

０１１０

再同期コマンド

再同期確認応答

回復 ＥＲ

ＥＲＡＫ

１００１

１１１１

回復コマンド

回復確認応答

確認型データ

転送

ＳＤ

ＰＯＬＬ

ＳＴＡＴ

ＵＳＴＡＴ

１０００

１０１０

１０１１

１１００

順序保存コネクション型データ

受信状態情報要求を伴う送信状

態情報

勧誘型受信状態情報

非勧誘型受信状態情報

非確認型データ

転送

ＵＤ １１０１ 非番号制ユーザデータ

マネージメント

データ転送

ＭＤ １１１０ 非番号制マネージメントデータ

　ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵの定義は以下の通りである。

ａ．ＢＧＮ－ＰＤＵ（開始）

　ＢＧＮ－ＰＤＵは２つの同位ＳＳＣＯＰエンティティ間のコネクションの設定に使用される。ＢＧ

Ｎ－ＰＤＵは相手同位エンティティの送受信バッファのクリアと送受信状態変数の初期化を要求する。

ｂ．ＢＧＡＫ－ＰＤＵ（開始確認応答）

　ＢＧＡＫ－ＰＤＵは相手同位エンティティからのコネクション要求を受け付けたことの確認応答に

使用される。
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ｃ．ＢＧＲＥＪ－ＰＤＵ（開始拒絶）

　ＢＧＲＥＪ－ＰＤＵは相手同位ＳＳＣＯＰエンティティからのコネクション要求に対する拒絶に使

用される。

ｄ．ＥＮＤ－ＰＤＵ（終了）

　ＥＮＤ－ＰＤＵは２つの同位ＳＳＣＯＰエンティティ間のコネクションの解放に使用される。

ｅ．ＥＮＤＡＫ－ＰＤＵ（終了確認応答）

　ＥＮＤＡＫ－ＰＤＵはＳＳＣＯＰコネクションの解放の確認に使用される。

ｆ．ＲＳ－ＰＤＵ（再同期）

　ＲＳ－ＰＤＵはバッファとデータ転送状態変数の再同期に使用される。

ｇ．ＲＳＡＫ－ＰＤＵ（再同期確認応答）

　ＲＳＡＫ－ＰＤＵは相手同位ＳＳＣＯＰエンティティにより要求された再同期を受け付けたことの

確認応答に使用される。

ｈ．ＥＲ－ＰＤＵ（誤り回復）

　ＥＲ－ＰＤＵはＰＤＵ損失ではないプロトコル上の誤りからの回復に使用される。

ｉ．ＥＲＡＫ－ＰＤＵ（誤り回復確認応答）

　ＥＲＡＫ－ＰＤＵはプロトコル上の誤りからの回復の確認応答に使用される。

ｊ．ＳＤ－ＰＤＵ（順序保存データ）

　ＳＤ－ＰＤＵは、ＳＳＣＯＰユーザから与えられる情報フィールドを、通し番号付きのＰＤＵとし

て、ＳＳＣＯＰコネクションを介して転送するために使用される。

ｋ．ＰＯＬＬ－ＰＤＵ（状態要求）

　ＰＯＬＬ－ＰＤＵは相手同位ＳＳＣＯＰエンティティについての状態情報をＳＳＣＯＰコネクショ

ンを介して要求するために使用される。

　　（ＴＴＣ注）ＰＯＬＬ－ＰＤＵの要求する受信側の状態情報とは、連続して受信できているもっとも

新しいＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号（ＶＲ（Ｒ））、損失したＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番

号（複数可）、受信可能な最大のＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号（ＶＲ（ＭＲ））である。Ｐ

ＯＬＬ－ＰＤＵに対してはＳＴＡＴ－ＰＤＵが返される。

ｌ．ＳＴＡＴ－ＰＤＵ（勧誘型状態応答）

　ＳＴＡＴ－ＰＤＵは相手同位ＳＳＣＯＰエンティティから受信した状態要求（ＰＯＬＬ－ＰＤＵ）

への応答に使用される。これには（どのＳＤ－ＰＤＵが正常に受信され、どのＳＤ－ＰＤＵが損失し

たかといった）ＳＤ－ＰＤＵの受信状態に関する情報と相手同位エンティティの送信側のためのクレ

ジット情報、このＳＴＡＴ－ＰＤＵを勧誘したＰＯＬＬ－ＰＤＵのシーケンス番号（Ｎ（ＰＳ））が

含まれる。
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　　（ＴＴＣ注）ＳＴＡＴ－ＰＤＵは、受信側で過去に検出したすべてのＳＤ－ＰＤＵの損失を送信側に

通知する。送信側は既に再送したＳＤ－ＰＤＵを要求される場合があるので、ポールシーケン

ス番号の制御により二重再送を防いでいる。（例えば送信側からＰＯＬＬ－ＰＤＵを送った後、

ＳＤ－ＰＤＵの再送を行うと、ＰＯＬＬ－ＰＤＵに対する受信側からのＳＴＡＴ－ＰＤＵには

ＳＤ－ＰＤＵの再送分が反映されていない。この場合ＳＴＡＴ－ＰＤＵは、既に送信側からは

再送したが、受信側でＳＴＡＴ－ＰＤＵを発行した時点ではまだ受信されていなかったＳＤ－

ＰＤＵについて再送を要求する形になるので、送信側でポールシーケンス番号により二重再送

を行わないようにする。）（付録Ⅱ付図Ⅱ－６参照）

ｍ．ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵ（非勧誘型状態応答）

　ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵはＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号の検査にもとづき新たに１つ以上のＳＤ－Ｐ

ＤＵの損失を検出した場合に使用される。これにはＳＤ－ＰＤＵの受信状態に関する情報と相手同位

エンティティの送信側のためのクレジット情報が含まれる。

　　（ＴＴＣ注）ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵは、受信側で新たにＳＤ－ＰＤＵの損失を検出した時発行され、送

信側では要求されたＳＤ－ＰＤＵを無条件に再送する。ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵは送信側からの要

求によらず，受信側で自律的に新たなＳＤ－ＰＤＵの損失を検出するため、二重再送の可能性

はなくＳＴＡＴ－ＰＤＵのようなポールシーケンス番号による制御は行っていない。

ｎ．ＵＤ－ＰＤＵ（非番号制データ）

　ＵＤ－ＰＤＵは２つのＳＳＣＯＰユーザ間の非確認型データ転送に使用される。ＳＳＣＯＰユーザ

が非確認型情報転送を要求したとき、ＵＤ－ＰＤＵが使用される。この場合、相手同位エンティティ

に情報を送る際にＳＳＣＯＰの状態や変数には影響を与えない。ＵＤ－ＰＤＵはシーケンス番号を運

ばないので損失しても認識されないので、ＳＳＣＯＰでは再送されない。

ｏ．ＭＤ－ＰＤＵ（マネージメントデータ）

　ＭＤ－ＰＤＵは２つのマネージメントエンティティ間の非確認型マネージメントデータ転送に使用

される。マネージメントエンティティが非確認型情報転送を要求したとき、ＭＤ－ＰＤＵが使用され

る。この場合、相手同位マネージメントエンティティに情報を送る際にＳＳＣＯＰの状態や変数には

影響を与えない。ＭＤ－ＰＤＵはシーケンス番号を運ばないので損失しても認識されないので、ＳＳ

ＣＯＰでは再送されない。

　以下のものは無効なＰＤＵである。

ａ）規定されないＰＤＵタイプコードを持つＰＤＵ

ｂ）３２ビットアライメントされていないＰＤＵ

ｃ）表示されているタイプのＰＤＵとして適切な長さでないＰＤＵ

　無効なＰＤＵは送信側に通知することなく廃棄される。その結果としていかなる動作も行われない。

（上記のｂとｃ項の長さ違反はレイヤマネージメントに報告される）
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7.2　ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ　フォーマット

　図３／ＪＴ－Ｑ２１１０から図１６／ＪＴ－Ｑ２１１０はＳＳＣＯＰ－ＰＤＵのフォーマットを示して

いる。節７．１でリストした１５個のＰＤＵタイプを定義している。ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵフィールドは節

７．５で定義している。これらのフォーマットの特徴を以下に記述する。

7.2.1　コーディング法

　ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵのコーディングは標準ＪＴ－Ｉ３６１　節２．１に規定したコーディング法に従う。

注）ＳＳＣＯＰはトレイラ志向である。即ちプロトコル制御情報は最後に転送される。

7.2.2　パディング（ＰＡＤ）フィールド

ａ．ＳＤ，ＭＤ，ＵＤの各ＰＤＵの場合

　ＳＤ，ＭＤ，ＵＤの各ＰＤＵの情報フィールドの最後とトレイラ間に、０から３の未使用オクテッ

トがある。この未使用オクテットはパディング（ＰＡＤ）フィールドと呼び、ＰＤＵ長を４オクテッ

トの整数倍に補正するためのみに使用され、このフィールドは情報を転送しない。どのようなコー

ディングも許容される。

　ＰＤＵ内のパッド長（ＰＬ）フィールドはＰＤＵ内に存在するＰＡＤオクテットの数を示す。この

値は０から３までの整数値となる。

ｂ．ＢＧＮ，ＢＧＡＫ，ＢＧＲＥＪ，ＥＮＤ，ＲＳの各ＰＤＵの場合

　ＳＳＣＯＰはＢＧＮ，ＢＧＡＫ，ＢＧＲＥＪ，ＥＮＤ，ＲＳの各ＰＤＵで可変長のユーザ間情報

フィールド（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）を転送することができる。

　ＰＤＵ内にユーザ間情報フィールドが存在するならば、ユーザ間情報フィールドはＰＤＵ長を４オ

クテットの整数倍に補正するために０から３オクテットのパディング（ＰＡＤ）フィールドによりパ

ディングされる。このパディングフィールドは情報を転送せず、どのようなコーディングも許容され

る。

　ＰＤＵ内のパッド長（ＰＬ）フィールドはＰＤＵ内に存在するＰＡＤオクテット数を示す。この値

は０から３までの整数値になる。ＰＤＵ内にＳＳＣＯＰ-ＵＵが存在しない場合、ＰＬフィールドは

「０」にコーディングする。

ｃ．ＳＴＡＴ，ＵＳＴＡＴの各ＰＤＵの場合

　リスト要素を含むＳＴＡＴ，ＵＳＴＡＴの各ＰＤＵの場合、１オクテットのＰＡＤフィールドが３

オクテットのシーケンス番号フィールドの前におかれる。ここでＰＡＤオクテットはリスト要素

フィールドを４オクテット長に補正するためのみに使用され、このオクテットは情報を転送しない。

どのようなコーディングも許容される。
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7.2.3　予約フィールド

　ＰＤＵ内には数ビットの予約フィールドがある。予約フィールドの１つの機能は３２ビットのアライメ

ントを行なうことである。その他の機能は検討課題である。３２ビットアライメント機能のみが定義され

ている現状では、このフィールドは「０」にコーディングされ、受信側はこのフィールドを無視する。

7.2.4　ＰＤＵ長

ＳＤ，ＵＤ，ＭＤの各ＰＤＵ内の情報フィールドの最大長はｋオクテットである。ｋの最大値は 65528

である。ｋの値はその大きさをＳＳＣＯＰの関与しない双方の交渉手続きにおいて設定され、ＳＳＣＯＰ

を利用するＳＳＣＦ勧告により規定されるかもしれないし、ＳＳＣＯＰを利用するプロトコルの最大ＰＤ

Ｕサイズから引き出されるかもしれない。ｋの最小値は０である。

（ＴＴＣ注）パラメータｋはＳＳＣＯＰ－ＳＤＵ長を示す。

　可変長のＳＳＣＯＰ-ＵＵフィールドの最大値はｊオクテットである。ｊの最大値は 65524 である。ｊ

の値はその大きさをＳＳＣＯＰの関与しない双方の交渉手続きにおいて設定され、ＳＳＣＯＰを利用する

ＳＳＣＦ勧告により規定されるかもしれないし、ＳＳＣＯＰを利用するプロトコルの規定により引き出さ

れるかもしれない。ｊの最小値は０である。

7.2.5　ＳＴＡＴ，ＵＳＴＡＴの各ＰＤＵのコーディング

　ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵは二つのリスト要素を含んでいる。ＳＴＡＴ－ＰＤＵはリスト要素を持たない場合

がある。送信されるＳＴＡＴメッセージは複数のＳＴＡＴ－ＰＤＵに分割される場合がある。

　一つのＳＴＡＴ－ＰＤＵの処理手順は他のＳＴＡＴ－ＰＤＵ内の情報とは無関係である。これは複数の

ＳＴＡＴ－ＰＤＵが一つのＰＯＬＬ－ＰＤＵのレスポンスとして生成され、その内のいくつかのＳＴＡＴ

－ＰＤＵが破棄された場合にも成り立つ。

　ＳＴＡＴ，ＵＳＴＡＴの各ＰＤＵ内のリスト要素は選択再送要求のために使用されるリストの奇数個、

または偶数個の要素である。奇数番目の要素は損失部分の最初のＰＤＵを示し、偶数番目の要素はリスト

の最後にある場合には例外もあるが受信部分の先頭のＰＤＵを示す。付録Ⅱはリスト要素のコーディング

法について例を示している。

　　（ＴＴＣ注）ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵはＳＤＬ図２０－４０に示すように２つのリスト要素（ＶＲ（Ｈ）、

受信ＳＤ－ＰＤＵのＮ（Ｓ）の組み、またはＶＲ（Ｈ）、ＶＲ（ＭＲ）の組み）からなる。Ｓ

Ｄ－ＰＤＵの抜けはＶＲ（Ｈ）、Ｎ（Ｓ）の組のＵＳＴＡＴ－ＰＤＵで示す。即ち、まだＰＯ

ＬＬ－ＰＤＵを受けていない時にはＵＳＴＡＴ－ＰＤＵは受信ＳＤ－ＰＤＵの抜けを示す。Ｐ

ＯＬＬ－ＰＤＵを受けた後のＵＳＴＡＴ－ＰＤＵはＰＯＬＬ－ＰＤＵに対するＳＴＡＴで知ら

せた以外の新たなＳＤ－ＰＤＵの抜けを示す。付録Ⅱ付図Ⅱ－９、１０参照。ウインド外のＳ

Ｄ－ＰＤＵの受信はＶＲ（Ｈ）、ＶＲ（ＭＲ）の組のＵＳＴＡＴ－ＰＤＵで示す。受信側で検

出したＳＤ－ＰＤＵの損失は、個々のシーケンス番号を列挙するのではなく、損失の区間と正

しく受信したＳＤ－ＰＤＵの区間で表現される。

　ＳＤ－ＰＤＵについては以下の場合がある。
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ａ）リスト要素を含まない場合

　Ｎ（Ｒ）－１までのＳＤ－ＰＤＵを正常に受信し、Ｎ（ＭＲ）－１までのＳＤ－ＰＤＵの

受信が可能である事を示す。

ｂ）偶数個のリスト要素を含む場合

　上記ａ）に加え、奇数番目と偶数番目のリスト要素の組でＳＤ－ＰＤＵの損失区間を示す

（奇数番目の要素は損失区間の開始を示し、偶数番目の要素は受信区間の開始を示す）。別

の見方をすると偶数番目とそれに続く奇数番目のリスト要素の組でＳＤ－ＰＤＵの受信区間

を示す（偶数番目の要素は受信区間の開始を示し、奇数番目の要素は損失区間の開始を示

す）。ただし、最後のリスト要素に対応するＳＤ－ＰＤＵは受信していない。

ｃ）奇数個のリスト要素を含む場合

　最後の一つ前のリスト要素と最後のリスト要素の組で正しく受信したＳＤ－ＰＤＵの範囲

を示す（最後のリスト要素の示すＳＤ－ＰＤＵはまだ受信していない）。
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図３／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＤ－ＰＤＵ（順序保存データ）

(ITU-T Q.2110)

図４／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＰＯＬＬ－ＰＤＵ（状態要求）

 (ITU-T Q.2110)

図５／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＴＡＴ－ＰＤＵ（勧誘型状態応答）

(ITU-T Q.2110)

１

４３２１

１

…

PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

ＰＬ

８７

予約

６５

Ｎ

オクテット

情報（最大ｋオクテット）

ＰＡＤ（０－３オクテット）

Ｎ（Ｓ）

１

２

予約

PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

予約

８７６５

Ｎ（ＰＳ）

Ｎ（Ｓ）

４３２１
オクテット

２

…

Ｌ

PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

予約

８７６５

ＰＡＤ

ＰＡＤ

ＰＡＤ

予約

予約

Ｌ＋１

Ｌ＋２

Ｌ＋３

リスト要素１

リスト要素２

…

リスト要素Ｌ

Ｎ（ＰＳ）

Ｎ（ＭＲ）

Ｎ（Ｒ）

４３２１
オクテット
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図６／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵ（非勧誘型状態応答）

(ITU-T Q.2110)

図７／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＵＤ－ＰＤＵ（非番号制データ）

ＭＤ－ＰＤＵ（マネージメントデータ）

(ITU-T Q.2110)

図８／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＢＧＮ－ＰＤＵ（開始）

(ITU-T Q.2110)

４３２１

１

２

３

４

オクテット

リスト要素１

リスト要素２

Ｎ（ＭＲ）

Ｎ（Ｒ）

ＰＡＤ

ＰＡＤ

予約

PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

予約

８７６５

４３２１

１

…

PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

ＰＬ

８７

予約

６５

Ｎ

オクテット

情報（最大ｋオクテット）

ＰＡＤ（０－３オクテット）

予約

PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

ＰＬ

８７

予約

６５

４３２１

１

…

Ｎ－１

Ｎ

オクテット

ＳＳＣＯＰ－ＵＵ（最大ｊオクテット）

ＰＡＤ（０－３オクテット）

予約 Ｎ（ＳＱ）

Ｎ（ＭＲ）
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図９／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＢＧＡＫ－ＰＤＵ（開始確認応答）

(ITU-T Q.2110)

図１０／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＢＧＲＥＪ－ＰＤＵ（開始拒絶）

(ITU-T Q.2110)

図１１／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＥＮＤ－ＰＤＵ（終了）

(ITU-T Q.2110)

PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

ＰＬ

８７

予約

６５

オクテット
４３２１

１

…

Ｎ－１

Ｎ

ＳＳＣＯＰ－ＵＵ（最大ｊオクテット）

ＰＡＤ（０－３オクテット）

予約

Ｎ（ＭＲ）

４３２１

１

…

PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

ＰＬ

８７

予約

６５

Ｎ－１

Ｎ

オクテット

ＳＳＣＯＰ－ＵＵ（最大ｊオクテット）

ＰＡＤ（０－３オクテット）

予約

予約

４３２１

１

…

PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

ＰＬ

８７

予約

６

Ｓ

５

Ｎ－１

Ｎ

オクテット

ＳＳＣＯＰ－ＵＵ（最大ｊオクテット）

ＰＡＤ（０－３オクテット）

予約

Ｎ（ＭＲ）
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図１２／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＥＮＤＡＫ－ＰＤＵ（終了確認応答）

(ITU-T Q.2110)

図１３／Ｑ２１１０

ＲＳ－ＰＤＵ（再同期）

(ITU-T Q.2110)

図１４／Ｑ２１１０

ＲＳＡＫ－ＰＤＵ（再同期確認応答）

(ITU-T Q.2110)

４３２１

１

…

PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

ＰＬ

８７

予約

６５

Ｎ－１

Ｎ

オクテット

ＳＳＣＯＰ－ＵＵ（最大ｊオクテット）

ＰＡＤ（０－３オクテット）

予約 Ｎ（ＳＱ）

Ｎ（ＭＲ）

１

２

予約

Ｎ（ＭＲ）PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

予約

８７６５

４３２１
オクテット
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２
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予約PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

予約

８７６５

４３２１
オクテット
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図１５／Ｑ２１１０

ＥＲ－ＰＤＵ（誤り回復）

(ITU-T Q.2110)

図１６／Ｑ２１１０

ＥＲＡＫ－ＰＤＵ（誤り回復確認応答）

(ITU-T Q.2110)

１

２

予約 Ｎ（ＳＱ）

Ｎ（ＭＲ）PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

予約

８７６５

４３２１
オクテット

１

２ PDU ﾀｲﾌﾟ

４３２１

予約

８７６５

予約

Ｎ（ＭＲ）

４３２１
オクテット



- 23 - ＪＴ－Ｑ２１１０

7.3　ＳＳＣＯＰプロトコルエンティティの状態

　この節はＳＳＣＯＰエンティティの状態を記述する。この状態は同位間プロトコルの規定に使用される。

この状態は概念的なものであり、ユーザとやり取りされる信号ならびに相手同位エンティティとやり取り

されるＰＤＵのシーケンスにおいてＳＳＣＯＰエンティティの一般的な条件を表す。さらに新たな状態の

追加はせずに、その他の条件がＳＤＬにおいて詳細な記述の中で使用されている。基本状態は以下のとお

り。

状態１：アイドル

　各々のＳＳＣＯＰエンティティは、アイドル状態（状態１）から始められる。またＳＳＣＯＰエン

ティティは、コネクションの解放でこの状態に戻る。

状態２：出側コネクション起動中

　相手同位エンティティへコネクションの設定を要求しているＳＳＣＯＰエンティティは、相手同位

エンティティからの確認応答を受信するまで出側コネクション起動中状態（状態２）にある。

状態３：入側コネクション起動中

　相手同位エンティティからのコネクション設定要求を受信し、ユーザからの応答を待っているＳＳ

ＣＯＰエンティティは、入側コネクション起動中状態（状態３）にある。

状態４：出側切断起動中

　同位間コネクションの解放を要求しているＳＳＣＯＰエンティティは、相手同位エンティティがコ

ネクションを解放しアイドル状態（状態１）に遷移したことの確認を得るまで出側切断起動中状態

（状態４）にある。確認を受けたあとは、同様にアイドル状態に遷移する。

状態５：出側再同期起動中

　相手同位エンティティへコネクションの再同期を要求しているＳＳＣＯＰエンティティは、出側再

同期起動中状態（状態５）にある。

状態６：入側再同期起動中

　相手同位エンティティからの再同期要求を受信し、ユーザからの応答を待っているＳＳＣＯＰエン

ティティは、入側再同期起動中状態（状態６）にある。

状態７：出側回復起動中

　相手同位エンティティに対してコネクションの誤り回復を要求しているＳＳＣＯＰエンティティは、

出側回復起動中状態（状態７）にある。

状態８：回復応答待機中

　誤り回復が完了し、ユーザに通知し、応答を待ち受けているＳＳＣＯＰエンティティは、回復応答

待機中状態（状態８）にある。

状態９：入側回復起動中

　相手同位エンティティからの回復の要求を受信し、ユーザからの応答を待っているＳＳＣＯＰエン

ティティは、入側回復起動中状態（状態９）にある。
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状態１０：データ転送可能

　コネクションの確立，再同期，もしくは誤り回復の手順の正常終了で双方の同位ＳＳＣＯＰエン

ティティは、データ転送可能状態（状態１０）となり、そこで確認型のデータ転送が可能となる。

7.4　ＳＳＣＯＰ状態変数

　この節は同位間プロトコルの規定に使用する状態変数について記述する。

　ＳＤ－ＰＤＵおよびＰＯＬＬ－ＰＤＵは順番に、独立に通し番号が付けられ、０からｎ－１の値を持つ

（ここでｎはシーケンス番号のモジュラスである）。モジュラスは２２４であり、シーケンス番号は０から

２２４－１のすべての範囲で巡回する。本標準に含まれる以下の状態変数とシーケンス番号に関するすべて

の演算方法はモジュラスを用いる。それらはＶＴ（Ｓ），ＶＴ（ＰＳ），ＶＴ（Ａ），ＶＴ（ＰＡ），Ｖ

Ｔ（ＭＳ），ＶＲ（Ｒ），ＶＲ（Ｈ），およびＶＲ（ＭＲ）。

　送信側変数の比較演算を行うときは、ＶＴ（Ａ）を基準として考える。受信側変数の比較演算を行うと

きには、ＶＲ（Ｒ）を基準として考える。また状態変数ＶＴ（ＳＱ）とＶＲ（ＳＱ）はモジュロ２５６演

算を使用する。

（ＴＴＣ注）ＶＴ（ＰＤ）は単調増加の後に０にリセットされる。ＶＴ（ＣＣ）も単調増加の後に、１に

リセットされる。このためモジュロ演算は行わない。

　送信側におけるＳＳＣＯＰは以下の状態変数を持つ。

（ＴＴＣ注）ａ、ｃ、ｅはＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号に関与し、ｂとｄはＰＯＬＬ－ＰＤＵのポール

シーケンス番号に関与する。ｇとｈはコネクション制御用ＰＤＵに関与する。

ａ．ＶＴ（Ｓ）－送信状態変数

　次に送信される新たなＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号（ただし、再送の場合は最初に付与された番

号を使用する）。新たな（再送の場合を除く）ＳＤ－ＰＤＵを送信した後にＶＴ（Ｓ）は１加算され

る。

　　（ＴＴＣ注）ＰＯＬＬ－ＰＤＵにもこの値はＮ（Ｓ）として設定されるが、ＰＯＬＬ－ＰＤＵの送出

ではＶＴ（Ｓ）は加算されない。

ｂ．ＶＴ（ＰＳ）－ポール送信状態変数

　ポールシーケンス番号の現在の値。次のＰＯＬＬ－ＰＤＵを送信する前にＶＴ（ＰＳ）は１加算さ

れる。

　　（ＴＴＣ注）直前に送出されたＰＯＬＬ－ＰＤＵのポールシーケンス番号。受信確認のとれていない

ＳＤ－ＰＤＵは、送出した時点のＶＴ（ＰＳ）と一緒に送信バッファに保存してある。ＳＤ－

ＰＤＵを再送した時には、その時点の（新しい）Ｖ　Ｔ（ＰＳ）と一緒に送信バッファに保存

する。ＳＴＡＴ－ＰＤＵにより未到着のＳＤ－ＰＤＵを送信側で検出した時、ポールシーケン

ス番号によりＳＤ－ＰＤＵの送信タイミングとＳＴＡＴ－ＰＤＵのタイミングを比較して無駄

な再送を減らす事ができる（相手側へ未到着のＳＤ－ＰＤＵの内ＳＴＡＴ－ＰＤＵのポール

シーケンス番号より小さい（古い）ポールシーケンス番号を持つＳＤ－ＰＤＵを再送する）。
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ｃ．ＶＴ（Ａ）－確認状態変数

　次に送達確認されるべきＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号で、受信確認のウインドウの下限値に相当

する。ＶＴ（Ａ）は、順番通りのＳＤ－ＰＤＵの確認で更新される。

ｄ．ＶＴ（ＰＡ）－ポール確認状態変数

　受信されるべき次のＳＴＡＴ－ＰＤＵのポールシーケンス番号で、ＳＴＡＴ－ＰＤＵの受付け可能

なＮ（ＰＳ）ウインドウの下限値に相当する。ＶＴ（ＰＡ）とＶＴ（ＰＳ）ではさまれるウィンドゥ

外の無効なＮ（ＰＳ）を含んだＳＴＡＴ－ＰＤＵを受信した場合、回復手順を始める。ＳＴＡＴ－Ｐ

ＤＵが受付けられた場合、ＶＴ（ＰＡ）はＳＴＡＴ－ＰＤＵ内のＮ（ＰＳ）で更新される。

ｅ．ＶＴ（ＭＳ）－最大送信状態変数

　同位受信側で許可されない最初のＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号。この値は送信ウインドウの上限

値に相当する（すなわち、受信側ではＶＴ（ＭＳ）－１まで許される）。送信側ではＶＴ（Ｓ）＞＝

ＶＴ（ＭＳ）の場合、新たなＳＤ－ＰＤＵを送信してはいけない。ＶＴ（ＭＳ）はＵＳＴＡＴ，ＳＴ

ＡＴ，ＢＧＮ，ＢＧＡＫ，ＲＳ，ＲＳＡＫ，ＥＲ，もしくはＥＲＡＫの各ＰＤＵの受信時に更新され

る。

ｆ．ＶＴ（ＰＤ）－ポールデータ状態変数

　この状態変数は、２つのＰＯＬＬ－ＰＤＵの送信の間に送られたＳＤ－ＰＤＵの数、もしくはＴｉ

ｍｅｒ＿ＰＯＬＬが起動されてから最初のＰＯＬＬ－ＰＤＵが送信されるまでに送られたＳＤ－ＰＤ

Ｕの数に相当する。ＶＴ（ＰＤ）は、再送も含めてＳＤ－ＰＤＵの送信で１加算され、ＰＯＬＬ－Ｐ

ＤＵの送信で０に初期化される。

　　（ＴＴＣ注）ＭａｘＰＤ個のＳＤ－ＰＤＵ毎に、ＰＯＬＬ－ＰＤＵを送出するために使用される。

ｇ．ＶＴ（ＣＣ）－コネクション制御状態変数

　未確認のＢＧＮ，ＥＮＤ，ＥＲ，もしくはＲＳのＰＤＵの数。ＶＴ（ＣＣ）はＢＧＮ，ＥＮＤ，Ｅ

Ｒ，もしくはＲＳの各ＰＤＵを新たに送信するときに１とし、その後の再送で１ずつ加算される。た

だし例外として、プロトコルエラーが原因でＥＮＤ－ＰＤＵを送信した場合、ＳＳＣＯＰはＥＮＤＡ

Ｋ－ＰＤＵを待ち受けず（すなわち、ＳＳＣＯＰが状態１（アイドル）に直接遷移する）、またＶＴ

（ＣＣ）も増加しない。

　　（ＴＴＣ注）これらコネクション制御用ＰＤＵ（ＢＧＮ，ＥＮＤ，ＥＲ，ＲＳ）は、それぞれに対応

する確認用ＰＤＵ（ＢＧＡＫ，ＥＮＤＡＫ，ＥＲＡＫ，ＲＳＡＫ）を期待している。従ってい

ずれかが損失した場合には、ＶＴ（ＣＣ）を用いてその最大値であるＭａｘＣＣまで再送され

る。

ｈ．ＶＴ（ＳＱ）－送信側コネクションシーケンス状態変数

　この状態変数は受信側でＢＧＮ，ＥＲ，およびＲＳの各ＰＤＵが、再送によるものかどうかの識別

を行うために使用される。この状態変数はＳＳＣＯＰプロセスの開始時に０に初期化され、そして新

たなＢＧＮ，ＲＳ，またはＥＲの各ＰＤＵの送信の前に１加算されＮ（ＳＱ）フィールドに設定され

る。
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　　（ＴＴＣ注）上記各ＰＤＵが再送される場合は、最初に設定した値と同じ値を設定する。ＶＴ（Ｓ

Ｑ）はＢＧＮ，ＥＲ，ＲＳの各ＰＤＵの再送を検出するため使用される。受信側ではＢＧＮ，

ＥＲ，ＲＳの各ＰＤＵの新たな送信と再送を区別して処理する必要がある。これはＢＧＡＫ，

ＥＲＡＫ，ＲＳＡＫの各ＰＤＵが損失した場合、送信側ではＢＧＮ，ＥＲ，ＲＳの各ＰＤＵが

損失した場合と区別がつかず、Ｔｉｍｅｒ＿ＣＣの満了で、ＢＧＮ，ＥＲ，ＲＳの各ＰＤＵを

再送するためである。例えばＢＧＡＫ－ＰＤＵが損失した場合、受信側はＢＧＮ－ＰＤＵを受

けて“データ転送可能”状態に正しく状態遷移しており、ここでＢＧＮ－ＰＤＵの再送を受け

る事になる。この場合、ＢＧＡＫ－ＰＤＵが損失してＢＧＮ－ＰＤＵが再送されたと考えられ、

ＢＧＡＫ－ＰＤＵを返す事により送信側を本来の“データ転送可能”状態に移す事ができる。

再送のＢＧＮ，ＥＲ，ＲＳの各ＰＤＵは、ＶＴ（ＳＱ）に基づき同じ値をＮ（ＳＱ）に設定す

るため、受信側では新たなＢＧＮ，ＥＲ，ＲＳの各ＰＤＵを受信した時点でそのＮ（ＳＱ）を

ＶＲ（ＳＱ）に保存し、その後のＢＧＮ，ＥＲ，ＲＳの各ＰＤＵのＮ（ＳＱ）をＶＲ（ＳＱ）

と比較することにより、再送か否かを検出する。新たな契機でこれらＰＤＵを送出する場合は、

ＶＴ（ＳＱ）に１加算し、新たなＮ（ＳＱ）を使用する。

　受信側におけるＳＳＣＯＰは以下の状態変数を持つ。

ａ．ＶＲ（Ｒ）－受信状態変数

　次に受信が期待される最若番のＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号。期待していたシーケンス番号を持

つＳＤ－ＰＤＵを受信すると、新たに期待する最若番のＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号で更新される。

　　（ＴＴＣ注）すでに受信されているＳＤ－ＰＤＵの条件によっては、１以上加算される場合がある。

ｂ．ＶＲ（Ｈ）－最大受信期待状態変数

　次に受信が期待されている最大のＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号。この変数は次の２つの場合に更

新される。

１．（再送でない）新たなＳＤ－ＰＤＵの受信

２．ＰＯＬＬ－ＰＤＵの受信

　　（ＴＴＣ注）ＶＲ（Ｈ）は新たなまだ送信側に知らせていない不連続（今までに検出していた不連続

を埋めるＳＤ－ＰＤＵの到着による状況の変化ではなく、新しい範囲の不連続）を受信側で検

出するための変数である。ＶＲ（Ｈ）は新しいＳＤ－ＰＤＵやＰＯＬＬ－ＰＤＵの受信で更新

される（これらのＰＤＵの受信により新たな不連続が見つかった場合はその不連続は送信側に

連絡されるので、ＶＲ（Ｈ）を更新する必要がある。不連続が見つからなかった場合には、そ

れ以降の新しい不連続を検出するためＶＲ（Ｈ）を更新する。）。ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵではＶ

Ｒ（Ｈ）を使って最新の不連続を送信側に連絡する。ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵでは最新でない不連

続の再送は要求しない。これは再送の重複を防ぐためである。（最新でない不連続の再送は、

ポールシーケンス番号を利用したＳＴＡＴ－ＰＤＵを使って効率的に行われる。ただし、状況

によっては若番ＳＤ－ＰＤＵの再送が後になる場合もある。）。不連続がない場合、すなわち

損失がない場合はＶＲ（Ｈ）＝ＶＲ（Ｒ）である。
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ｃ．ＶＲ（ＭＲ）－最大受信可能状態変数

　受信側で許可されない最初のＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号（すなわちＶＲ（ＭＲ）－１まで許さ

れる）。受信側はＮ（Ｓ）≧ＶＲ（ＭＲ）のＳＤ－ＰＤＵを廃棄しなければならない（このようなＳ

Ｄ－ＰＤＵはＵＳＴＡＴ－ＰＤＵの送信を引き起こすこともある）。

　ＶＲ（ＭＲ）の更新方法は実装に依存するが、ＶＲ（ＭＲ）はＶＲ（Ｈ）より小さい値に設定して

はならない。ＶＲ（ＭＲ）がどのように決定されるかに関する例を付録Ⅳに示す。

ｄ．ＶＲ（ＳＱ）－受信コネクションシーケンス状態変数

　この状態変数は、ＢＧＮ，ＥＲ，およびＲＳの各ＰＤＵが再送によるものかどうかの識別に使用さ

れる。ＢＧＮ，ＥＲ，またはＲＳの各ＰＤＵが受信されると、この状態変数とＮ（ＳＱ）の値が比較

され、次にＮ（ＳＱ）の値がこの状態変数に割り当てられる。値が異なっていた場合、再送とは見な

されずＰＤＵは正常に処理され、ＶＲ（ＳＱ）はＮ（ＳＱ）で更新される。値が等しい場合にはＰＤ

Ｕは再送として識別され、簡略化した処理がされる。この場合ＶＲ（ＳＱ）の値は更新されない。こ

の状態変数は、ＳＳＣＯＰプロセス開始時に０に初期化される。

7.5　ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵパラメータ

　ａ）Ｎ（Ｓ）

　新たなＳＤまたはＰＯＬＬの各ＰＤＵが生成される度に、Ｎ（Ｓ）にＶＴ（Ｓ）がマッピングさ

れる。

　　（ＴＴＣ注）ＳＤ－ＰＤＵの場合は、それ自身のシーケンス番号を示し、ＰＯＬＬ－ＰＤＵの場合に

は、次に送出するＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号を示している。ＰＯＬＬ－ＰＤＵに設定する

事により、どの番号までのＳＤ－ＰＤＵが送られたかが分かるので、ＳＤ－ＰＤＵが失われた

事を検出できる場合がある（一番大きな番号のＳＤ－ＰＤＵが着いていない場合等）。

　ｂ）情報フィールド

　ＳＤ，ＭＤまたはＵＤの各ＰＤＵの情報フィールドは、ＡＡ－データ，ＭＡＡ－ユニットデータ

またはＡＡ－ユニットデータの各要求信号のメッセージユニットパラメータからそれぞれマッピン

グされる。また、ＡＡ－データ，ＭＡＡ－ユニットデータまたはＡＡ－ユニットデータの各表示信

号のメッセージユニットパラメータにマッピングされる。

　ｃ）Ｎ（ＰＳ）

送信側でＰＯＬＬ－ＰＤＵが生成される度に、Ｎ（ＰＳ）にＶＴ（ＰＳ）がマッピングされる

（ただし、ＶＴ（ＰＳ）は既に加算後の値である）。ＰＯＬＬ－ＰＤＵの受信側は、受信したＰＯ

ＬＬ－ＰＤＵのＮ（ＰＳ）を、ＳＴＡＴ－ＰＤＵのＮ（ＰＳ）フィールドへそのままマッピングす

る。また、誤り回復手順を簡易にするため、送信側はＳＤ－ＰＤＵを送信する度に、ＶＴ（ＰＳ）

の現在の値をＮ（ＰＳ）として、対応するＳＤ－ＰＤＵと関連づけた上で送信バッファに保管する。

　　（ＴＴＣ注）つまりＳＤ－ＰＤＵは、最初に送出された時に付与されたシーケンス番号Ｎ（Ｓ）と、

送出された時のポールシーケンス番号Ｎ（ＰＳ）とともに保管される。ＳＴＡＴ－ＰＤＵで再

送が要求された場合、シーケンス番号Ｎ（Ｓ）は最初に付与されたままだが、ポールシーケン

ス番号Ｎ（ＰＳ）は再送時点でのＶＴ（ＰＳ）で更新される。
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　ｄ）Ｎ（Ｒ）

　受信側でＳＴＡＴまたはＵＳＴＡＴの各ＰＤＵが生成される度に、ＶＲ（Ｒ）がＮ（Ｒ）にマッ

ピングされる。

　ｅ）Ｎ（ＭＲ）

　ＳＴＡＴ，ＵＳＴＡＴ，ＲＳ，ＲＳＡＫ，ＥＲ，ＥＲＡＫ，ＢＧＮまたはＢＧＡＫの各ＰＤＵが

生成される度に、Ｎ（ＭＲ）にＶＲ（ＭＲ）がマッピングされる。この値が、受信側で許容するク

レジットの基準値となる。

　ｆ）ＳＳＣＯＰ－ＵＵ

　ＢＧＮ，ＢＧＡＫ，ＢＧＲＥＪ，ＥＮＤまたはＲＳの各ＰＤＵ内のＳＳＣＯＰ－ＵＵは、対応す

るＳＳＣＯＰ信号のＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータ値との間で相互にマッピングされる。

　ｇ）ソース（Ｓ）ビット

　ＥＮＤ－ＰＤＵにおいて、コネクション解放を起動したのがＳＳＣＯＰ自体かＳＳＣＯＰユーザ

かのどちらであるかを伝える。ＥＮＤ－ＰＤＵの送信がＳＳＣＯＰユーザによって起動された場合、

Ｓビットは“０”に設定される。ＥＮＤ－ＰＤＵの送信がＳＳＣＯＰ自体によって起動された場合、

Ｓビットは“１”に設定される。本ビットは、ＡＡ－解放－表示信号のＳｏｕｒｃｅフィールド内

にマッピングされる。

　ｈ）Ｎ（ＳＱ）

　本フィールドは、コネクション制御に関するシーケンス番号を伝送する。新たなＢＧＮ，ＲＳま

たはＥＲの各ＰＤＵが送信される度に、ＶＴ（ＳＱ）はＮ（ＳＱ）にマッピングされる。本フィー

ルドは、ＢＧＮ，ＲＳまたはＥＲの各ＰＤＵが再送かどうかを識別するため、ＶＲ（ＳＱ）と共に、

受信側で使用される。

　ｉ）ＰＤＵタイプフィールド

　ＰＤＵタイプフィールドのコーディング法を、表２／ＪＴ－Ｑ２１１０に一覧表として示す。

7.6　ＳＳＣＯＰのタイマ

　タイマによりＳＳＣＯＰコネクションは、以下の各フェーズに分割される。

　ａ）アクティブフェーズ

　本フェーズにおいて、Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬは、相手同位エンティティの受信側が受信側の状態

（ＳＴＡＴ－ＰＤＵによる）を返送するための、問い合わせ（ＰＯＬＬ－ＰＤＵによる）が十分に

頻繁に行われることを保証するために動作する。これはクレジットウィンドウを先に進めることと、

伝送誤りからの効率の良い回復のために必要とされる。

　ＳＳＣＯＰの送信側は、送信予定のＳＤ－ＰＤＵまたは送達確認待ちのＳＤ－ＰＤＵが存在する

場合、常にアクティブフェーズにある。

　ＰＯＬＬおよびＳＴＡＴの各ＰＤＵは、伝送誤りの発生を考慮に入れてある。ＳＳＣＯＰは、Ｐ

ＯＬＬ－ＰＤＵ毎の応答を強要しないことによって、情報の連続した流れを提供する。コネクショ

ン断を検出するために、Ｔｉｍｅｒ＿ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥがＴｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬと並行して

動作する。なお、Ｔｉｍｅｒ＿ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥは少なくとも１つのＳＴＡＴ－ＰＤＵが受
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信されるために必要な最大時間間隔を示す。この時間内にＳＴＡＴ－ＰＤＵの受信に失敗した場合、

そのＳＳＣＯＰコネクションは解放される。

　Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬは、情報の流れを維持するために最適化され、往復遅延より小さくても、

大きくても良い。Ｔｉｍｅｒ＿ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥは、少なくともＴｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－Ａ

ＬＩＶＥと往復遅延の合計より大きくしなければならない。

　ｂ）過渡状態フェーズ

　Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬが満了し（既にＰＯＬＬ－ＰＤＵは送出されている）、さらに、送達確認

待ちのＳＤ－ＰＤＵまたはクレジット受信待ち状態の新たなＳＤ－ＰＤＵが存在しない場合、過渡

状態フェーズに入る。Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬの代わりにＴｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥが起動

される。本フェーズにおいても、ＰＯＬＬまたはＳＴＡＴの各ＰＤＵが失われる場合がある。その

ような損失は、少なくとも１つのＳＴＡＴ－ＰＤＵが受信されるために必要な最大時間間隔を決定

するＴｉｍｅｒ＿ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥによって保護される。

　過渡状態フェーズは、新たなＳＤ－ＰＤＵが送信されるか、または、Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－Ａ

ＬＩＶＥの満了時に新たなＳＤ－ＰＤＵがクレジット受信待ち状態である場合、アクティブフェー

ズに戻る。

　Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥは、通常、Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬおよび往復遅延よりも大き

くする。すなわち、ＰＯＬＬ－ＰＤＵはアクティブフェーズより長い時間間隔で送信されることに

なる。

　ｃ）アイドルフェーズ

　Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥの動作中にＳＴＡＴ－ＰＤＵを受信した場合、Ｔｉｍｅｒ＿

ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥおよびＴｉｍｅｒ＿ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥは共に停止され、Ｔｉｍｅｒ＿

ＩＤＬＥが起動される。本フェーズにおいて、ＰＯＬＬ－ＰＤＵは送信されない。Ｔｉｍｅｒ＿Ｉ

ＤＬＥの満了で、過渡状態フェーズに再び入る。

　　　（注）本フェーズはタイマに関するものであり、節７．３で記述されているアイドル状態とは異な

る。

　　　（注）Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥが満了するのは、ＰＯＬＬ－ＰＤＵまたはＳＴＡＴ－Ｐ

ＤＵが伝送誤りのため失われた場合のみである。

　　　（注）ＳＴＡＴ－ＰＤＵ受信間の絶対最大許容間隔は、Ｔｉｍｅｒ＿ＩＤＬＥとＴｉｍｅｒ＿ＮＯ

－ＲＥＳＰＯＮＳＥの合計値である。

　アイドルフェーズは、新たなＳＤ－ＰＤＵが送信されるか、または、新たなＳＤ－ＰＤＵがクレ

ジット受信待ち状態である場合、アクティブフェーズに戻る。

Ｔｉｍｅｒ＿ＩＤＬＥは、Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥよりかなり大きいだろう。

　ｄ）コネクション制御フェーズ

　コネクション設定と解放の間や、再同期起動中または回復起動中におけるＰＤＵの送信はＴｉｍ

ｅｒ＿ＣＣによって保護されている。Ｔｉｍｅｒ＿ＣＣは、ＢＧＮ，ＥＮＤ，ＲＳおよびＥＲの各

ＰＤＵに対する確認が受信されない間、これらのＰＤＵの再送間隔を形成する。

　データ転送可能状態へ遷移すると、アクティブフェーズに入る。

　Ｔｉｍｅｒ＿ＣＣは、往復遅延よりも幾分大きくするべきである。



ＪＴ－Ｑ２１１０ - 30 -

　ＳＳＣＯＰプロトコルタイマの値は、アプリケーションに依存する。さらに、本標準に関係する適切な

ＳＳＣＦの標準に定義されうる。実装およびこれらのタイマの許容値は、本標準の範囲外である。これら

のタイマは、異なった動作環境に対応して設定すべきである（例えば、シグナリング環境とデータ転送環

境、または衛星接続を含んだ環境）。

7.7　ＳＳＣＯＰのパラメータ

　ＳＳＣＯＰプロトコルパラメータの値はアプリケーションに依存する。さらに、本標準に関係する適切

なＳＳＣＦの標準に定義されうる（ただし、ｅ項の“Ｃｒｅｄｉｔ”は除く）。

　ａ）ＭａｘＣＣ

　状態変数ＶＴ（ＣＣ）の最大値。ＢＧＮ，ＥＮＤ，ＥＲまたはＲＳの各ＰＤＵの最大送信数と一

致する。

（ＴＴＣ注：これらのＰＤＵの再送の最大数となる。）

　ｂ）ＭａｘＰＤ

　ＰＯＬＬ－ＰＤＵを送信してから、状態変数ＶＴ（ＰＤ）を０にリセットするまでのＶＴ（Ｐ

Ｄ）の最大可能値。本パラメータは、ＶＴ（ＰＤ）カウンタの上限値である。ＶＴ（ＰＤ）カウン

タは、ＭａｘＰＤ個のＳＤ－ＰＤＵ毎にＰＯＬＬ－ＰＤＵを送信させるためのカウンタである。

　ｃ）ＭａｘＳＴＡＴ

　ＳＴＡＴ－ＰＤＵにおける最大許容リスト要素数。リスト要素数がＭａｘＳＴＡＴを越えた場合、

ＳＴＡＴメッセージは分割しなければならない。分割されたＳＴＡＴメッセージを運ぶ全ての（最

後の１つはそうでない場合もあるが）ＰＤＵは、ＭａｘＳＴＡＴ分のリスト項目を含む。本パラ

メータは、ＳＴＡＴ－ＰＤＵの受信側での長さチェックのためには用いられず、送信側でのＳＴＡ

Ｔメッセージの分割の目的だけに用いられる。本パラメータは、３以上の奇数にすべきである。

　ＭａｘＳＴＡＴのデフォルト値は、６７である。本パラメータは、実装に基づき、変更されうる。

　　　（注）デフォルト値を用いると、１つのＳＴＡＴ－ＰＤＵがＡＡＬタイプ５共通部を使用した６Ａ

ＴＭセル分に相当する。加えて、ＳＴＡＴ－ＰＤＵの全体長は、ＳＤ－ＰＤＵの最大長を越

えてはいけない。

　ｄ）Ｃｌｅａｒ－ｂｕｆｆｅｒｓ

　本パラメータは、コネクション確立の際に設定される。本パラメータは、“Ｙｅｓ”または、

“Ｎｏ”の２つの値のどちらかに固定される。本パラメータが“Ｙｅｓ”に設定されている場合、

ＳＳＣＯＰはコネクション解放の際に送信バッファおよび送信キューを解放できる。本パラメータ

が“Ｎｏ”に設定されている場合、ＳＳＣＯＰはコネクション解放の際に、送信バッファおよび送

信キューを解放できない。加えて、データ転送中においても、本パラメータが“Ｎｏ”に設定され

ている場合、それより過去のメッセージが送達確認待ち状態であるならば、ＳＳＣＯＰは送信バッ

ファから選択的に確認されたメッセージを解放することはできない。

　ｅ）Ｃｒｅｄｉｔ

　本パラメータはＳＳＣＯＰ内で使用されるフラグであり、レイヤマネージメントへのクレジット

通知するために使用される。ＳＳＣＯＰがクレジット不足のため新たなＳＤ－ＰＤＵの送信を妨げ
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られた場合、本パラメータは“Ｎｏ”に割り当てられる。ＳＳＣＯＰが新たなＳＤ－ＰＤＵの送信

を許可された場合、本パラメータは“Ｙｅｓ”に割り当てられる。本パラメータは、初期化時に

“Ｙｅｓ”に割り当てられる。

7.8　ＳＳＣＯＰクレジットとフロー制御

7.8.1　クレジットと同位エンティティ間フロー制御

　クレジットは、相手同位エンティティの送信側ＳＳＣＯＰに新たなＳＤ－ＰＤＵの送信を許可するため

に、受信側ＳＳＣＯＰによって与えられる。受信側のエンティティがクレジットを決定する手順は標準化

の対象ではないが、使用できるバッファ量やコネクションの帯域や往復遅延と関連している。クレジット

値は、受信側から送られたＢＧＮ，ＢＧＡＫ，ＲＳ，ＲＳＡＫ，ＥＲ，ＥＲＡＫ，ＳＴＡＴ，ＵＳＴＡＴ

の各ＰＤＵのＮ（ＭＲ）フィールドに格納されて送信側へ伝達される。Ｎ（ＭＲ）は送信側においてＶＴ

（ＭＳ）変数にマッピングされる。送信側へ送られるクレジット値は、受信側で受け付けられない最初の

ＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号を表す。送信側は、クレジットによって許されている範囲を越えては、い

かなるＳＤ－ＰＤＵも送信しない。受信側は、クレジットによって許されている範囲を越えているＳＤ－

ＰＤＵはすべて廃棄する（場合によっては、そのようなＳＤ－ＰＤＵの受信によってＵＳＴＡＴ－ＰＤＵ

の送信を行ってもよい）。

　受信側がフロー制御を行うために、以前に許可したクレジットを小さくすることは可能であるが、受信

側のクレジット変数ＶＲ（ＭＲ）を現在のＶＲ（Ｈ）の値より小さくすることはできない。つまり、受信

側がＶＲ（Ｈ）－１の番号を持ったＳＤ－ＰＤＵの受信を受け付け、送達確認を行った場合には、クレ

ジット値ＶＲ（ＭＲ）をＶＲ（Ｈ）以上の値にしなければならない。

　送信側におけるプロトコルの動作ウインドウの下限値はＶＴ（Ａ）で規定され、上限値は通知されたク

レジットで規定される（ＶＴ（ＭＳ）－１）。動作ウインドウは、プロトコルのモジュラスにより２２４－

１に制限される。したがって、受信側でモジュロ演算を用いて求められるクレジットは、ＶＲ（Ｈ）とＶ

Ｒ（Ｒ）－１の間の値をとらなければならない。ＶＲ（ＭＲ）＝ＶＲ（Ｒ）＝ＶＲ（Ｈ）であれば、動作

ウインドウは“０”である。ＶＲ（ＭＲ）＝ＶＲ（Ｒ）－１であれば、動作ウインドウは最大値となる。

　ＳＳＣＯＰの受信側では、それぞれのコネクションを維持するためにバッファを割り当てる。正常に送

信されたデータの廃棄を回避するために、原則として受信側の使用できるバッファとして、送信側に許可

したクレジットと同じか、それ以上を割り当てるべきである。しかし、一つのコネクションで使用できる

バッファが限られている場合は、使用可能なバッファ容量を上回るクレジットを許可することも可能であ

る。この方法によれば、誤りが発生した場合にデータを廃棄する必要が生じる可能性を伴うが、クレジッ

ト値を使用可能なバッファ量に制限する方法よりも、より高いスループットを得られる場合がある。受信

側では、すでに受信し送達確認済みであるが、まだ上位ユーザに引き渡していないＳＤ－ＰＤＵを廃棄す

ることはできない。さらに、受信側ではＶＲ（Ｒ）＝ＶＲ（Ｈ）＝ＶＲ（ＭＲ）の場合を除いて常に、Ｖ

Ｒ（Ｒ）番号を持ったＳＤ－ＰＤＵを受信し、上位ユーザに引き渡すだけの十分なバッファ容量を割り当

てなければならない。バッファ容量を越えたクレジットを通知することは、コネクションの維持のために

割り当てられた使用可能なバッファが限られており、さらに、このような方式を用いてもＳＳＣＯＰの受

信側がコネクションに要求されるサービス品質（ＱｏＳ）を保持できる場合にのみ限定して行うべきであ

る。

7.8.2　ローカルフロー制御

　ＰＤＵや、外部または内部の信号の受信といったＳＳＣＯＰイベントは、通常はそれらが起こった順序
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で処理される。しかし、ＳＳＣＯＰのコネクション状態情報のやり取りに関連するイベントは、データ転

送よりも高い優先度を持つ。

　実装によっては、下位のプロトコルレイヤでの輻輳（例えば、長いキューイング遅延）を検出する場合

もある。もしそのような輻輳を検出した場合は、コネクション制御メッセージを優先させるために、デー

タ転送を一時的に見合わせるべきである。輻輳が起きているかどうかをＳＳＣＯＰエンティティが判断す

る方法は、プロトコルタイマの値も含めたプロトコル環境による。そのため、その方法は標準化の対象で

はない。

　ＳＳＣＯＰエンティティは、このようなローカルな輻輳（ＳＤＬ仕様の“下位レイヤビジー”）を検出

した場合には、ＡＡ－データ－要求、ＡＡ－ユニットデータ－要求、ＭＡＡ－ユニットデータ－要求の各

信号のサービスを見合わせることができる。また、要求されたＳＤ－ＰＤＵの再送も見合わせることがで

きる。ここで記述しているデータ送信手順は、プロトコルエラーを引き起こさずにこれを実現している。

　したがって、相手同位エンティティの受信側へのＰＤＵの送信に関して、ＳＤ－ＰＤＵ，ＭＤ－ＰＤＵ，

ＵＤ－ＰＤＵを除くすべてのタイプのＰＤＵには、最も高い優先度が与えられる。ＳＤ－ＰＤＵ，ＭＤ－

ＰＤＵ，ＵＤ－ＰＤＵは、等しい優先度を持つ。ＳＤ－ＰＤＵの中で、再送するものと新たに送信するも

のの両方が未送信である場合、再送するＳＤ－ＰＤＵが優先的に送信される。これらの優先度は、ＳＳＣ

ＯＰ内でのみ有効である。

　ユーザインタフェースにおけるＳＳＣＯＰのローカルフロー制御は、実装に依存する。

８．ＳＳＣＯＰの仕様

　この章では、サービス依存コネクション型プロトコルの手順を定義するＳＤＬ図を提供する。これらの

ＳＤＬ図は手順の定義の説明であり、本文と矛盾がある場合にはＳＤＬ図が優先される。

8.1　概　要

　図１７／ＪＴ－Ｑ２１１０にＳＳＣＯＰの状態の概要と主な状態遷移を示す。これらの状態によりＳＳ

ＣＯＰは各種のコネクション制御サービスを提供し、それらを関連付ける事ができる。ここで述べるロー

カルなＳＳＣＦとは着目しているＳＳＣＯＰの上位に位置するものを指す。

8.1.1　アイドル

状態１　アイドル

　本状態ではコネクションは設定されていない。非確認型データおよびマネージメントデータのみの

通信が行われる。

8.1.2　設定と解放

　本コネクション制御サービスにおける以下の状態は、確認型データ送信サービスのためのコネクション

の設定や解放に関しＳＳＣＦの補助をする。設定や解放は他の全てのコネクション制御サービス（再同期

と誤り回復）に先立って行われる。以下の状態が定義される。

状態２　出側コネクション起動中

　本状態ではローカルなＳＳＣＦがＳＳＣＯＰに対し相手同位ＳＳＣＯＰとの新しいコネクションの
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設定を指示し、ＳＳＣＯＰは相手同位ＳＳＣＯＰからの応答を待っている状態である。

状態３　入側コネクション起動中

　本状態ではＳＳＣＯＰは相手同位ＳＳＣＯＰからの新しいコネクションの設定の要求を受け、ロー

カルなＳＳＣＦに対して表示を行い、ローカルなＳＳＣＦからの応答を待っている状態である。

状態４　出側切断起動中

本状態ではローカルなＳＳＣＦがＳＳＣＯＰに現在のコネクションを解放するように指示し、ある

いはＳＳＣＯＰ自身が解放を開始し、ＳＳＣＯＰは相手同位ＳＳＣＯＰからの確認を待っている状態

である。

8.1.3　双方向再同期

　本コネクション制御サービスにおける以下の状態は、データ送信の双方向の再同期に関しＳＳＣＯＰの

補助をする。双方向再同期は誤り回復サービスに先立って行われる。以下の状態が定義される。

状態５　出側再同期起動中

　本状態ではローカルなＳＳＣＦが再同期を起動し、このＳＳＣＯＰは相手同位ＳＳＣＯＰに対し連

絡を行い、それからの応答を待っている状態である。

状態６　入側再同期起動中

　本状態では相手同位ＳＳＣＯＰが再同期の要求を行い、このＳＳＣＯＰはローカルなＳＳＣＦへ連

絡を行い、応答を待っている状態である。

8.1.4　回　復

　本コネクション制御サービスにおける以下の状態は、確認型データ送信に関するプロトコルエラー

（シーケンス番号異常）の回復についてＳＳＣＯＰの補助をする。以下の状態が定義される。

状態７　出側回復起動中

　本状態ではＳＳＣＯＰはシーケンス番号の異常を検出し、相手同位ＳＳＣＯＰに誤り回復を指示し、

相手同位ＳＳＣＯＰからの応答を待っている状態である。

状態８　回復応答待機中

　本状態ではシーケンス番号の異常を検出したＳＳＣＯＰは相手同位ＳＳＣＯＰに誤り回復を指示し、

その確認を受け、ローカルなＳＳＣＦに連絡を行い、ローカルなＳＳＣＦからの応答を待っている状

態である。

状態９　入側回復起動中

　本状態では相手同位ＳＳＣＯＰがシーケンス番号の異常を検出し、ＳＳＣＯＰに連絡を行い、次に

ＳＳＣＯＰはローカルなＳＳＣＦに連絡を行い、ローカルなＳＳＣＦからの応答を待っている状態で

ある。
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8.1.5　データ転送

　この状態では、確認型データ転送が許される。コネクションの設定、解放、再同期、誤り回復手順によ

り状態遷移を行い、この状態から抜ける。

状態１０　データ転送可能

　本状態では、確認型データ転送が行われる。

8.2　ＳＤＬ図

　図１８／ＪＴ－Ｑ２１１０から図２０／ＪＴ－Ｑ２１１０にＳＤＬ図を示す。
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図 17/JT-Q2110　ＳＳＣＯＰの状態と状態間の主な遷移の概要

(ITU-T Q.2110)

AA-設定-要求
BGN 　　BGREJ

AA-解放-表示

　　BGAK
AA-設定-確認

出側切断起動中

4

アイドル

１

２

出側ｺﾈｸｼｮﾝ
起動中

３

入側ｺﾈｸｼｮﾝ
起動中

５

出側再同期
起動中

６

入側再同期
起動中

10

データ転送可能

９

入側回復起動中

８

回復応答待機中

７

出側回復起動中

　　BGN
AA-設定-表示  　END

ENDAK
　　BGN
AA-解放-表示

AA-設定-表示

   ENDAK
AA-解放-確認

AA-解放-表示

　END
ENDAK

　　BGN
AA-解放-確認

AA-設定-表示

AA-設定-応答
BGAK

AA-解放-要求
BGREJ

AA-解放-確認AA-解放-要求
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解

放
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同
期
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以下のあらゆる状態から 以下のあらゆる状態から以下のあらゆる状態から

BGAK
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Tcc
END

END
・Tcc

BGN

　BGN
BGAK

AA-設定-確認

　　RSAK 　 　
AA-再同期-確認

　RS
RSAK

AA-再同期-確認

以下のあらゆる状態から以下のあらゆる状態から

Tcc
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AA-再同期-要求
RS

AA-再同期-応答
RSAK

　　　RS
AA-再同期-表示

　　ERAK
AA-回復-表示

　　　ER
　　ERAK
AA-回復-表示

Tcc
ER

ERAK
・

AA-回復-応答
・

ﾌﾟﾛﾄｺﾙｴﾗｰ
ER

こ の 範 囲 の 状 態 で は 、
Timer_CC(Tcc)を動作させて
いる。一般的にそれらは同
位の SSCOP エンティティ
からの応答を待っている。

この範囲の状態 10 では、
Timer_POLL、Timer_
KEEP-ALIVE、Timer_No-
RESPONSE、と／あるい
は Timer_IDLE を動作させ
ている。
（節 6.6 参照）

この範囲の状態では、タイ
マは動作させない。一般的
には SSCOP ユーザ(SSCF)
からの応答を待っている。

AA-回復-応答
ERAK

　　　ER
AA-回復-表示

AA-解放-表示

ア
イ

ド
ル
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SSCOP  SDL 図
1.0 版
システム図

AA-設定-表示(SSCOP-UU)
AA-設定-確認(SSCOP-UU)

AA-解放-表示(SSCOP-UU、Source)
AA-解放-確認

AA-再同期-表示(SSCOP-UU)
AA-再同期-確認

AA-回復-表示

AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(MU、SN)

AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示(MU)

AA-回収-表示(MU)
AA-回収完了-表示

AA-設定-要求(SSCOP-UU、BR)
AA-設定-応答(SSCOP-UU、BR)

AA-解放-要求(SSCOP-UU)

AA-再同期-要求(SSCOP-UU)
AA-再同期-応答

AA-回復-応答

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(MU)

AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求(MU)

AA-回収-要求(RN)

MAA-ｴﾗｰ-表示(Code、Count)
MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示(MU)

MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求(MU)

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-起動
(ID 、 LP 、 CI 、 CPCS-
UU)

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知
(ID、LP、CI、CPCS-UU)

SSCOP_PE
LM へ

CPCS から

CPCS へ

LM から

ユーザから

ユーザへ

略語

＝＝＝＝＝＝

SSCOP_PE　：　サービス依存コネクション型プロトコルのプロトコル・エンティティ
CPCS　：　CS 共通部
LM　：　レイヤマネージメント

図１８／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのシステム

(ITU-T Q.2110)
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図１９／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのブロック

(ITU-T Q.2110)

AA-設定-表示(SSCOP-UU)
AA-設定-確認(SSCOP-UU)

AA-解放-表示(SSCOP-UU、Source)
AA-解放-確認

AA-再同期-表示(SSCOP-UU)
AA-再同期-確認

AA-回復-表示

AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(MU、SN)

AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示(MU)

AA-回収-表示(MU)
AA-回収完了-表示

AA-設定-要求(SSCOP-UU、BR)
AA-設定-応答(SSCOP-UU、BR)

AA-解放-要求(SSCOP-UU)

AA-再同期-要求(SSCOP-UU)
AA-再同期-応答

AA-回復-応答

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(MU)

AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求(MU)

AA-回収-要求(RN)

MAA-ｴﾗｰ-表示(Code、Count)
MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示(MU)

MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求(MU)

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-起動
(ID 、 LP 、 CI 、 CPCS-
UU)

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知
(ID 、 LP 、 CI 、 CPCS-
UU)

LM へ

CPCS から

CPCS へ

LM から

ユーザから

ユーザへ

略語

＝＝＝＝＝＝＝＝

SSCOP　：　サービス依存コネクション型プロトコル（プロセス）
CPCS　：　CS 共通部
LM　：　レイヤマネージメント

SSCOP(1、1)
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CPCS から／への信号（節 6.3 で定義、パラメータは括弧内に示す）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-起動(ID、LP、CI、CPCS-UU)
CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-通知(ID、LP、CI、CPCS-UU)

図２０－１／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

SSCOP から／へのメッセージ（節 7.1 で定義；メッセージは CPCS-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-
起動／通知の ID パラメータに含まれる）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
BGAK、BGN、BGREJ、END、ENDAK、ER、ERAK、MD、POLL、SD、
STAT、RS、RSAK、UD、USTAT

ユーザから／への信号（節 6.1 で定義；パラメータは括弧内に示す）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

AA-設定-要求(SSCOP-UU、BR) AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(MU)
AA-設定-表示(SSCOP-UU) AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(MU、SN)
AA-設定-応答(SSCOP-UU、BR)
AA-設定-確認(SSCOP-UU) AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求(MU)

AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示(MU)
AA-解放-要求(SSCOP-UU)
AA-解放-表示(SSCOP-UU、Source) AA-回収-要求(RN)
AA-解放-確認 AA-回収-表示(MU)

AA-再同期-要求(SSCOP-UU) AA-回収完了-表示
AA-再同期-表示(SSCOP-UU)
AA-再同期-応答 AA-回復-表示
AA-再同期-確認 AA-回復-応答

レイヤマネージメントから／への信号（節 6.1 で定義、パラメータは括弧内に示す）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

MAA-ｴﾗｰ-表示(Code、Count)

MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求(MU)
MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示(MU)
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図２０－２／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

SSCOP 信号パラメータのデフォルト値
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　SSCOP での SDL 図説明を簡単にするために、SDL 図では SSCOP での表示信号と確認信号の変数
にデフォルト値を仮定する。SDL 図の中で特にことわらない場合は、表示信号と確認信号の変数に
ついてはここに示す“PDU.フィールド”の形で記述されるデフォルト値を持つものとする。

注：パラメータ(Source)と、END-PDU フィールドの“S”ビットは次の様に対応する。
Source＝ユーザ：S＝0
Source＝SSCOP：S＝1

信号 パラメータ デフォルト値

AA-設定-表示 SSCOP-UU BGN.SSCOP-UU

AA-設定-確認 SSCOP-UU BGAK.SSCOP-UU

AA-解放-表示 SSCOP-UU END.SSCOP-UU
Source END.S

AA-ﾃﾞｰﾀ-表示 MU SD.情報
SN SD.N(S)

AA-再同期-表示 SSCOP-UU RS.SSCOP-UU

AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示 MU UD 情報

AA-回収-表示 MU 回収情報

MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示 MU MD 情報

注 1（キューの用途）：
　SSCOP エンティティの十分な表示を可能にするため、SD、MD、及び UD の各 PDU の概念的なキュー
を明示的に表す。これらの概念的なキューは有限ではあるが有界ではなく、ポイント・ポイントの手順
の実装にいかなる形でも制限を加えるものではない。SD、MD、及び UD の各 PDU のキューイングサー
ビスを行うために、3 つの内部的ローカルな信号として「SD-PDU がキューイングされている」、「MD-
PDU がキューイングされている」、「UD-PDU がキューイングされている」が用意されている。SDL 図
において、これらの信号はこのプロセスに入力される他の信号と同一の“イベントキュー”により操作
される。

SDL 図では送信側について以下に述べるキュー及びバッファを仮定する。
送信キュー（送信されていない確認型データ）、再送キュー（再送待ちの SD-PDU）、UD 送信キュー
（送信されていない非確認型データ）、MD 送信キュー（送信されていないマネージメントデータ）、
及び送信バッファ（応答待ちの SD-PDU）。
受信側については、SD-PDU の並べ替え用の受信バッファを仮定する。

注 2：与えられた状態によって無視される不適当な信号については、SDL 図に含まれない。

注 3：不適当な PDU を受け取ったときの SSCOP の応答については、SDL 図に記述されている。

注 4：状態変数 VT(S)、VT(PS)、VT(A)、VT(PA)、VT(MS)、VR(R)、VR(H)、VR(MR)、VT(SQ)、及び
VR(SQ)にモジュロ演算が行われる。VT は送信側変数を表し、VR は受信側変数を表す。最初の 8 つの変
数のモジュラスは 2 の 24 乗で、VT(SQ)と VR(SQ)のモジュラスは 256 である。状態変数 VT(S)、
VT(A)、及び VT(MS)に関与するモジュロ比較は、VT(A)をもとにしている。状態変数 VR(R)、VR(H)及
び VR(MR)に関与するモジュロ比較は、VR(R)をもとにしている。状態変数 VT(PS)、及び VT(PA)に関与
するモジュロ比較は、VT(PA)をもとにしている。

注 5：変数“ｉ”、“seq1”、“seq2”、“Count”、及び“List_Length”が SDL 図で使用されている。これらはルー
プ変数と呼びループの説明にのみ使用され、SSCOP の状態変数やパラメータの構成要素とはならない。
“retransmission”パラメータはマクロコールから値を返すためにのみ使用され、SSCOP パラメータの要素
とはならない。

注 6：SSCOP-UU  PDU フィールドで“null（ヌル）”とされているところは、そのフィールドが存在せず
PL フィールドが“0”であることを意味している。

注 7：SDL 図において、変数 N(MR)を含む PDU の再送が必要な場合は、再送する PDU の他の部分が同
一の場合でも N(MR)フィールドを更新することができる。
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SSCOP-PDU のフィールド値のデフォルト値
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
SSCOP の SDL 図の表現を簡単にするため、SDL 図では SSCOP-PDU のフィールドはデフォ
ルト値をとるものとする。特に SDL 図中で断らない限り、送信される SSCOP-PDU の
フィールド（即ち SSCOP-PDU パラメータ）はここで示すデフォルト値を取るものとする
（デフォルト値は状態変数、信号のパラメータ値、受信した PDU パラメータのいずれかか
らとる）。

PDU フィールド デフォルト値

SD N(S) VT(S)
情報 AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(MU)

POLL N(PS) VT(PS)
N(S) VT(S)

STAT N(R) VR(R)
N(MR) VR(MR)
N(PS) POLL.N(PS)

USTAT N(R) VR(R)
N(MR) VR(MR)

UD 情報 AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求(MU)

MD 情報 MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求(MU)

BGN N(MR) VR(MR)
SSCOP-UU AA-設定-要求(SSCOP-UU)
N(SQ) VT(SQ)

BGAK N(MR) VR(MR)
SSCOP-UU AA-設定-応答(SSCOP-UU)

BGREJ SSCOP-UU AA-解放-要求(SSCOP-UU)

ER N(MR) VR(MR)
N(SQ) VT(SQ)

ERAK N(MR) VR(MR)

END SSCOP-UU AA-解放-要求(SSCOP-UU)
S 0

RS SSCOP-UU AA-再同期-要求(SSCOP-UU)
N(MR) VR(MR)
N(SQ) VT(SQ)

RSAK N(MR) VR(MR)

図２０－３／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)
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図２０－４／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

コメント

注：シンボルの上の 3 つのアスタリスク（＊＊＊）はここで採用した表記上の都合で必要になっ
たイベントや信号を示し、それらは SSCOP エンティティ内のローカルなものである。

許可条件

テキスト・シンボル

同じ状態へ帰る

信号の保存（新しい状態
への遷移までの間）

インプリメンテーション・
オプション

＊ －

追加記述（例えばデフォ
ルト値でないパラメー
タ）

全ての状態

送信 PDU

受信 PDU

条件分岐ローカルな信号の
生成

タスクローカルな信号の
受信

SSCOP ユーザへの
信号

SSCOP ユーザからの
信号

状態

SDL 凡例
=========

マクロ定義

マクロコール
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図２０－５／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

retransmission

BGN-PDU

MAA-ｴﾗｰ-表示(L)

AA-設定-要求 BGREJ-PDU

ENDAK-PDU

3
入側コネク
ション起動中

2
出側コネク
ション起動中

可 能 で あ れ
ば、最後に送
信した
BGREJ-PDU
と同一の
BGREJ.SSCOP
-UU
を設定する
で き な け れ
ば、
BGREJ.SSCOP
-UU は
「null(ヌル)」
を設定する。

BGN-PDU ENDAK-PDU END-PDU ER-PDU

1
アイドル再送検出送信側解放 MAA-ｴﾗｰ-表示(L)

FALSE

TRUE 1
アイドル

1
アイドルClear-buffers :=BR

VT(CC) :=1
VT(SQ) :=
VT(SQ) +1

Timer_CC 起動

VT(MS) :=
BGN.N(MR)

VR(MR)初期化 AA-設定-表示 BGREJ-PDU

1
アイドル

END-PDU

1
アイドル

VT(SQ) :=0
VR(SQ) :=0
Clear-buffers :=YES

1
アイドル

END.S :=1
END.SSCOP-UU :=null
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図２０－６／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

MAA-ｴﾗｰ-表示(I)

SD-PDU BGAK-PDU ERAK-PDU STAT-PDU USTAT-PDU

MAA-ｴﾗｰ-表示(A)

END-PDU

1
アイドル

1
アイドル

POLL-PDU

MAA-ｴﾗｰ-表示(G) MAA-ｴﾗｰ-表示(H)MAA-ｴﾗｰ-表示(M)MAA-ｴﾗｰ-表示(C)

END.S :=1
END.SSCOP-UU :=null
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図２０－７／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

RS-PDU RSAK-PDU

***
SD-PDU が

キューイング
されている

MAA-ｴﾗｰ-表示(J)

END-PDU

1
アイドル

MAA-ｴﾗｰ-表示(K)

END.S :=1
END.SSCOP-UU :=null

データ回収

AA-回収-要求

1
アイドル

1
アイドル

1
アイドル
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図２０－８／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

AA-解放-表示

SD-PDU ERAK-PDU BGAK-PDU END-PDU BGREJ-PDU

10
データ転送可能

2
出側コネク

ション起動中

ENDAK-PDU

SSCOP-UU :=
BGREJ.SSCOP-UU
Source :=User

1
アイドル

2
出側コネク

ション起動中

2
出 側 コ ネ ク
ション起動中

2
出側コネク

ション起動中

2
出側コネク

ション起動中

AA-設定-確認

状態変数初期化

Timer_CC 解除 Timer_CC 解除

VT(MS) :=
BGAK.N(MR)

データ転送
タイマ起動
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図２０－９／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

MAA-ｴﾗｰ-表示(O)

Timer_CC
(満了) STAT-PDU USTAT-PDU POLL-PDU

END.S :=1
END.SSCOP-UU :=null

4
出側切断起動中

2
出側コネク

ション起動中

END-PDU

VT(CC) :=1

Timer_CC 解除
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

STAT-PDU

9
入側回復起動中

END-PDU

AA-解放-表示

1
アイドル

ENDAK-PDU USTAT-PDUBGREJ-PDU POLL-PDU SD-PDU

MAA-ｴﾗｰ-表示(F) MAA-ｴﾗｰ-表示(D) MAA-ｴﾗｰ-表示(I) MAA-ｴﾗｰ-表示(H) MAA-ｴﾗｰ-表示(G) MAA-ｴﾗｰ-表示(A)

AA-解放-表示

1
アイドル

SSCOP-UU :=null
Source :=SSCOP

END.S :=1
END.SSCOP-UU :=null

SSCOP-UU :=null
Source :=SSCOP
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

RS-PDU

9
入側回復起動中

AA-再同期-表示

6
入側再同期起動中

RSAK-PDU

MAA-ｴﾗｰ-表示(K)

MAA-ｴﾗｰ-表示(J)

9
入側回復起動中

retransmission

FALSE

TRUE

AA-回収-要求

VT(MS) :=
RS.N(MR)

データ回収 再送検出

9
入側回復起動中

9
入側回復起動中
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

9
入側回復起動中

AA-解放-表示

BGN-PDUER-PDU

MAA-ｴﾗｰ-表示(M)

MAA-ｴﾗｰ-表示(B)

9
入側回復起動中

retransmission

FALSE

TRUE

VT(MS) :=
BGN.N(MR)

再送検出 再送検出

9
入側回復起動中

9
入側回復起動中

MAA-ｴﾗｰ-表示(C)

ERAK-PDUBGAK-PDU

MAA-ｴﾗｰ-表示(L)

9
入側回復起動中

retransmission

FALSE

TRUE

9
入側回復起動中

AA-設定-表示

3
入側コネクショ

ン起動中

SSCOP-UU :=null
Source :=User
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

BGAK-PDU

10
データ転送可能

4
出側切断起動中

ERAK-PDUAA-解放-要求

VT(CC) :=1
VT(SQ) :=
VT(SQ)+1

データ転送
タイマ解除

10
データ転送可能

10
データ転送可能

AA-再同期-要求

VT(CC) :=1

VR(MR)初期化

バッファ解放

Timer_CC 起動

5
出側再同期起動中

回収準備

Timer_CC 起動

END-PDU

RS-PDU

データ転送
タイマ解除
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

10
データ転送可能

AA-解放-表示

BGN-PDUER-PDU

10
データ転送可能

FALSE

TRUE

VT(MS) =
ER.N(MR)

再送検出

retransmission

FALSE

TRUE

AA-設定-表示

3
入側コネクショ

ン起動中

SSCOP-UU :=null
Source :=User

VT(MS) =
BGN.N(MR)

データ転送
タイマ解除

Timer_NO-
RESPONSE
起動

Timer_NO-
RESPONSE
起動

BGAK-PDU

回収準備

10
データ転送可能

ERAK-PDU

回復準備

データ配信

AA-回復-表示

9
入側回復起動中

可能であれば、最後に送信した BGAK-PDU と同一の

BGREJ.SSCOP-UU を設定する。できなければ、BGAK.SSCOP-

UU は「null（ヌル）」を設定する。

retransmission

再送検出

データ転送
タイマ解除
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

10
データ転送可能

RSAK-PDU

VT(MS) :=
RS.N(MR)

retransmission

FALSE

TRUE

Timer_NO-
RESPONSE
起動

10
データ転送可能

RSAK-PDU

AA-再同期-表示

6
入側再同期起動中

BGREJ-PDUENDAK-PDU

10
データ転送可能 再送検出

END-PDURS-PDU

ENDAK-PDU

AA-解放-表示

1
アイドル

MAA-ｴﾗｰ-表示(F) MAA-ｴﾗｰ-表示(Ｄ)

AA-解放-表示

1
アイドル

SSCOP-UU :=null
Source :=SSCOP

データ転送
タイマ解除

回収準備

データ転送
タイマ解除

データ転送
タイマ解除

データ転送
タイマ解除

回収準備

回収準備
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

10
データ転送可能

Timer_
KEEP-ALIVE

(満了)

Timer_NO-
RESPONSE
起動

10
データ転送可能

END-PDU

Timer_
IDLE
(満了)

Timer_
NO-RESPONSE

（満了)
Timer_POLL

(満了)

POLL-PDU

1
アイドル

AA-解放-表示

MAA-ｴﾗｰ-表示(P)

10
データ転送可能

SSCOP-UU :=null
Source :=SSCOP

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求
(MU) を 送 信
キューに入れる

VT(PS) :=
VT(PS)+1

VT(PD) :=0

***
SD-PDU を

キューイング
する

回収準備

END.SSCOP-UU :=null
END.S :=1

AA-データ-要求の MU
パラメータはイベント

「SD-PDU がキューイ

ングされている」以降

の手順がサービスされ

るまでキューに挿入さ

れる。

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求

データ転送
タイマ解除

ポーリング用
タイマ起動
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NO

再送後の

ポーリング

図２０－３８／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

10
データ転送可能

***
SD-PDU が

キューイング
されている

SD-PDU を送信

バッファに格納

SD.N(PS) :=VT(PS)

FALSE

FALSE

YES

TRUE

TRUE

Timer_IDLE 解除

***
SD-PDU を

キューイング
する

10
データ転送可能

FALSE

VT(S)
<VT(MS)

FALSE

再送キュー

は空か?

TRUE

送信キュー

は空か?
TRUE

MU を送信キュー

から取り出す

SD-PDU

VT(S) :=
VT(S)+1

B

Timer_NO-
RESPONSE
起動

格納されているポー
ルシーケンス番号の
更新
SD.N(PS) :=VT(PS)

SD-PDU を再送
キューから取り
出す

SD-PDU

再送キュー

は空か?

下 位 レ イ ヤ ビ

ジーは節 7.8.2 で

定義されている

関連するデー

タ が 送 信 用

キューと再送

キュー内どち

らにもない場

合 、 「 SD-
PDU がキュー

イングされて

いる」信号は

無視する。

図 20-39 へ

ポールシーケンス番号

(SD.N(PS)) は 送 信 バ ッ

ファ内の SD-PDU ととも

に保存される。

(下位レイヤビジー=NO)
AMD
{(再送キューは空ではない)
OR
(VT(S)<VT(MS))
OR
(起動中(Timer_IDLE))}

注：SD-PDU には N(PS)フィールドはないが、送信バッファに SD-
PDU を保存する場合、その時点のポールシーケンス番号を SD-
PDU に対応させて格納し、その値を SD.N(PS)と表す。

図 20-39 へ Ａ

Ａ

図 20-39 へ
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

Timer_
KEEP-ALIVE
解除

FALSE

TRUE

Timer_POLL
起動中?

FALSE

FALSE

FALSE

TRUE

TRUEVT(PD)>=
MaxPD

TRUE

VT(PD) :=0

POLL-PDU

VT(PD) :=
VT(PD)+1

VT(PS) :=
VT(PS)+1

10
データ転送可能

A図 20-38 から

Timer_POLL 起動

10
データ転送可能

Timer_IDLE 解除

Timer_NO-
RESPONSE 起動

VT(PD)>=
MaxPD

Timer_IDLE
起動中?

Ｂ図 20-38 から
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

10
データ転送可能

SD-PDU

SD-PDU を受信

バッファに格納

FALSE

FALSE

FALSE

FALSE

FALSE

TRUE

TRUE

TRUE

TRUE

TRUE

VR(H) :=VR(H)+1

USTAT-PDU

FALSE
FALSE

FALSE

受信バッファが

利用可能か?

FALSE

SD.N(S)<
VR(MR)

TRUETRUE

10
データ転送可能

VR(H)<
VR(MR)

TRUE

TRUE

SD-PDU を受信

バッファに格納

VR(R) :=SD.N(S)+1
VR(H) :=SD.N(S)+1

SD-PDU を受信

バッファに格納

VR(H) :=VR(MR)

USTAT-PDU

既に同じ

N(S)を含む

SD-PDU が

受信バッファに存

在するか？

図 20-41 へ

リスト要素 1
:=VR(H)
リスト要素 2
:=VR(MR)

SD.N(S)=
VR(R)

VR(H)<SD.N(S)

SD.N(S)=VR(H)

VR(H) :=
SD.N(S)+1

10
データ転送可能

10
データ転送可能

10
データ転送可能

SD.N(S)=VR(H)

MAA-ｴﾗｰ-表示(Q)

データ転送
タイマ解除

AA-ﾃﾞｰﾀ-表示 AA-ﾃﾞｰﾀ-表示

VR(R) :=VR(R)+1

10
データ転送可能

SD.N(S)=VR(R)の
SD-PDU を受信バッ

ファから取り出す

10
データ転送可能

VR(R)に

等しい N(S)を

含む SD-PDU が受信

バッファに

存在するか？

リスト要素 1:=VR(H)
リスト要素 2:=SD.N(S)

Ｄ



ＪＴ－Ｑ２１１０ - 78 -
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

VR(H) :=POLL.N(S)

FALSE

TRUE

VR(H)<=
   POLL.N(S)

FALSE

TRUEVR(MR)<
 POLL.N(S)

VR(H) :=VR(MR)

7
出側回復起動中

図 20-40、41、43、44 から
誤り回復手順開始

VT(CC) :=1
VT(SQ) :=
VT(SQ)+1

Timer_CC 起動

ER-PDU

MAA-ｴﾗｰ-表示(Q)

VR(MR)初期化

回復準備

図 20-42 へ
(STAT-PDU 作成)

10
データ転送可能

POLL-PDU

データ転送
タイマ解除

Ｄ

Ｋ Ｄ
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

i :=i+1

FALSE

FALSE

FALSE

FALSE

TRUE

TRUE

TRUE

TRUE

STAT-PDU

FALSE

FALSE

i=VR(H) TRUE

TRUE

i をリストへ追加、

List_Length :=
List_Length+1

i をリストへ追加、

List_Lengh :=1

STAT-PDU

i に等しい

N(S)を含む

SD-PDU が受信

バッファに

存在するか？

(図 20-41 から)

新しい STAT リスト
の作成開始

i<VR(H)

10
データ転送可能

List_Length>=
MaxSTAT

i :=i+1

10
データ転送可能

i をリストへ追加、

List_Length :=

List_Length+1

i に等しい

N(S)を含む

SD-PDU が受

信バッファに

存在するか？

Ｋ

I<VR(H)

List_Lingth :=0
i :=VR(R)

i をリストへ追加

STAT-PDU
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

VT(A) :=USTAT.N(R)
VT(MS) :=
USTAT.N(MR)

FALSE

FALSE

TRUE

VT(A)<=
USTAT.N(R)

      <VT(S)

FALSE

FALSE

TRUE

TRUE

N(S)=seq1 を含

む SD-PDU が送

信バッファの存

在するか？

seq1:=seq1+1

10
データ転送可能

Count :=
USTAT.リスト要素 1-
USTAT.リスト要素 2

SD.N(S)=seq1
を 送 信 バ ッ
ファから回収

SD-PDU を 送 信

バッファに格納

***
SD-PDU を

キューイング
する

MAA-ｴﾗｰ-表示(T)

図 20-41 へ

10
データ転送可能

USTAT-PDU

データ転送
タイマ解除

VT(A)から USTAT.N(R)-1

までの SD-PDU を送信

バッファから取り出す

VT(A)< =
seq1<seq2
<VT(S)

再送キューに
SD-PDU を 入
れる

seq1=seq2

 MAA-ｴﾗｰ-表示
 (V,Count)

seq1:=リスト要素 1
seq2:=リスト要素 2

TRUE

Ｇ Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｄ
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

VT(A) :=STAT.N(R)
VT(PA) :=STAT.N(PS)
VT(MS) :=STAT.N(MR)

FALSE

TRUE

TRUE

VT(A)<=
STAT.N(R)<=

VT(S)

FALSE

FALSE

MAA-ｴﾗｰ-表示(S)

10
データ転送可能

STAT-PDU

データ転送
タイマ解除

VT(A)から

STAT.N(R)-1 までの

SD-PDU を送信バッ

ファから取り出す

seq1<VT(S)

i>1

seq1:=最初の
リスト要素
i :=i-1

FALSEVT(PA)<=
STAT.N(PS)<=

VT(PS)

i :=STAT リスト

要素の数

Count :=0

データ転送
タイマ解除

MAA-ｴﾗｰ-表示(R)

TRUE

TRUE

Ｉ 図 20-45 へ

Ｈ

Ｌ 図 20-46 へ

Ｈ

Ｄ 図 20-41 へ

Ｈ

Ｄ 図 20-41 へ
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

FALSE

TRUE

TRUE

TRUE

FALSE

FALSE

FALSE

FALSE

FALSE

TRUE

TRUE

SD.N(S)=seq1
を 送 信 バ ッ
ファから取り
出す

seq1<seq2<=
VT(S)

i>0seq2 :=次のリスト

要素

i :=i-1

FALSE

FALSE

N(S)=seq1

を含む SD-PDU が

送信バッファに存

在するか?

seq1 :=seq1+1

MAA- ｴ ﾗ ｰ - 表 示

(V,Count)
MAA-ｴ ﾗ ｰ -表示の “Count”パラ

メータには、ループ変数“Count”
の値を入れる。

格納中の

SD.N(PS)<
STAT.N(PS)<=

VT(PS)

既に

SD-PDU が再送

キューに存在す

るか？

SD-PDU を再送

キューに入れる

Count :=Count+1

***
SD-PDU を

キューイング
 する

SD-PDU を送信

バッファに格納

seq1 :=seq1+1

seq1=seq2

seq2:=次のリスト

要素

i :=i-1

TRUE

TRUE

TRUE

TRUE

FALSE
seq1<seq2<=

VT(S)

YES

NO
Clear-buffers

SD.N(S)=seq1 を
送信バッファか
ら取り出す

seq1=seq2

i>0

Ｉ 図 20-44 から Ｊ

Ｈ図 20-44 へ

Ｈ

Ｊ

Ｌ 図 20-46 へ

Ｈ 図 20-44 へ

図 20-44 へ
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

TRUE

YES YES

NO NO

TRUE

VT(S)<VT(MS)
FALSE

Timer_
KEEP-ALIVE
解除

MAA-ｴﾗｰ-表示(W)

Credit :=NO

FALSE

Timer_IDLE
起動中?

TRUE

FALSETimer_POLL
起動中?

Timer_
NO-RESPONSE
起動

Credit Credit

Credit :=YES

MAA-ｴﾗｰ-表示(X)

Timer_
NO-RESPONSE
解除

Timer_IDLE 起動

10
データ転送可能

10
データ転送可能

Ｌ 図 20-44,45 から



ＪＴ－Ｑ２１１０ - 84 -
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

UD-PDU MD-PDU 無効な PDU
AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ

-要求

＊

AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ -要求

(MU) を UD 送 信

キューに入れる

－

MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示
不適切な

PDU 長か？

TRUE

FALSE

MAA-ｴﾗｰ-表示(U)

***
UD-PDU を
キューイング

する

MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ
-要求

AA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-表示

MAA-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ-要求

(MU) を MD 送 信

キューに入れる

－

－ － －

－

***
UD-PDU を
キューイング

する



- 85 - ＪＴ－Ｑ２１１０
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

***
UD-PDU が
キューイング
されている

＊

MU を UD 送信
キューから取り
出す

－

UD-PDU

MU を MD 送信
キューから取り
出す

－

MD-PDU

***
MD-PDU が
キューイング
されている

下位ﾚｲﾔﾋﾞｼﾞｰ=NO 下位ﾚｲﾔﾋﾞｼﾞｰ=NO
下位レイヤビジーは

節 7.8.2 で定義

されている

下位レイヤビジーは

節 7.8.2 で定義

されている
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ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

送信ｷｭｰ解放

送信ﾊﾞｯﾌｧ解放

再送ｷｭｰ解放

受信ﾊﾞｯﾌｧ解放

Clear-buffers
NO

YES

NO

YES

YES

NO

YES

NO

VT(S) :=0
VT(PS) :=0
VT(A) :=0

送信ｷｭｰ解放

送信ﾊﾞｯﾌｧ解放

再送ｷｭｰ解放

受信ﾊﾞｯﾌｧ解放

Clear-buffers

送信ｷｭｰ解放

送信ﾊﾞｯﾌｧ解放

再送ｷｭｰ解放

Clear-buffers

送信ｷｭｰ解放

送信ﾊﾞｯﾌｧ解放

Clear-buffers

受信ﾊﾞｯﾌ ｧ内

の全てのﾃﾞｰﾀ

を順番に配信

受信ﾊﾞｯﾌｧ解放

VT(PA) :=1
VT(PD) :=0
Credit :=YES

VR(R) :=0
VR(H) :=0

バッファ解放 回復準備 回復準備 送信側解放 データ配信 状態変数初期化
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図２０－５０／ＪＴ－Ｑ２１１０

 (ITU-T Q.2110)

i :=VT(A)
i :=AA-回収-要求

(RN)+1

SD.N(S)=i を
送信バッファ
から取り出す

i :=i+1

AA-回収-要求

(RN)=Unknown

TRUE

TRUE

FALSE

FALSE

FALSE

FALSE

VR(SQ) :=N(SQ)

MU を送信
キューから
取り出す

N(SQ)=VR(SQ)
TRUE

FALSE

retransmssion :=
TRUE

VT(S)=VT(A)
FALSE

TRUE

TRUE

TRUE

Timer_KEEP-
ALIVE 起動

送信キューは

空か?
FALSE

TRUE

AA-回収-要求

(RN)=Total

VT(A)<=
i<VT(S)

AA-回収-表示

送信キューは

空か?

AA-回収完了-表示

受信した順に

取り出す。

データ回収
ポーリング用
タイマ起動

Timer_POLL
起動

retransmission :=
FALSE

再送検出

AA-回収-表示
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図２０－５１／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＳＣＯＰのプロセス

(ITU-T Q.2110)

Timer_
KEEP-ALIVE
解除

Timer_IDLE 解除

VR(MR) :=値

Timer_
NO-RESPONSE
起動

VR((MR)の割り当ては、

相手送信側に許可した最

初のウインドウサイズで

あり、インプリメントや

コネクション設定に依存

する。

VR(MR)は、受信側が選

択する静的または動的な

ウインドウ制御にした

がって、データ転送の発

生時に更新される。

データ転送
タイマ解除

データ転送
タイマ起動

Timer_POLL 起動

Timer_
NO-RESPONSE
解除

VR(MR)
初期化

Timer_POLL 解除



- 89 - ＪＴ－Ｑ２１１０

付属資料　Ａ　マネージメントエラー表示

（標準ＪＴ－Ｑ２１１０に対する）

　多数のイベントにより、レイヤマネージメントエンティティにエラーが表示される。付随するエラーパ

ラメータには、特定のエラー条件を示すエラーコードが含まれる。

　ＳＳＣＯＰエンティティの基本状態が「影響状態」にあるときに「エラー条件」が発生した場合、ＭＡ

Ａ－エラー－表示プリミティブが生成される。

付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ２１１０

（ITU-T　Q.2110）

エラー種別 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ エラー条件 影響状態

非勧誘型または Ａ ＳＤ－ＰＤＵ 1,3,6,9

不適当なＰＤＵ Ｂ ＢＧＮ－ＰＤＵ 6,7,8,9

の受信 Ｃ ＢＧＡＫ－ＰＤＵ 1,3,6,7,8,9

Ｄ ＢＧＲＥＪ－ＰＤＵ 1,3,5,6,7,8,9,10

Ｅ ＥＮＤ－ＰＤＵ 無し

Ｆ ＥＮＤＡＫ－ＰＤＵ 3,5,6,7,8,9,10

Ｇ ＰＯＬＬ－ＰＤＵ 1,3,6,9

Ｈ ＳＴＡＴ－ＰＤＵ 1,3,6,8,9

Ｉ ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵ 1,3,6,8,9

Ｊ ＲＳ－ＰＤＵ 1,3,6,7,8,9

Ｋ ＲＳＡＫ－ＰＤＵ 1,3,6,7,8,9

Ｌ ＥＲ－ＰＤＵ 1,3,6,7,8,9

Ｍ ＥＲＡＫ－ＰＤＵ 1,3,6,9

再送不成功 Ｏ VT(CC)≧ＭａｘＣＣ 2,4,5,7

Ｐ Timer＿NO－RESPONSE 満了 10

その他の Ｑ SD または POLL　N(S)エラー 10

リスト要素の Ｒ ＳＴＡＴ　N(PS) エラー 10

エラー種別 Ｓ ＳＴＡＴ N(R)ｴﾗｰまたは

リスト要素エラー

10

Ｔ ＵＳＴＡＴ N(R)ｴﾗｰまたは

リスト要素エラー

10

Ｕ ＰＤＵ長違反 全て

ＳＤ損失 Ｖ ＳＤ－ＰＤＵは再送されなけ

ればならない

10

クレジット状態 Ｗ クレジット不足 10

Ｘ クレジット獲得 10
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付属資料　Ｂ　プロトコル実装適合宣言（ＰＩＣＳ）様式
１

（標準ＪＴ－Ｑ２１１０に対する）

Ｂ．１　概　説

　本標準への準拠を主張するプロトコル実装の提供者は、以下のプロトコル実装適合宣言（ＰＩＣＳ）様

式への記入を完成し、提供者と実装状態の両方を明らかにするために必要な情報を付加しなければならな

い（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２９０参照）。このＰＩＣＳ様式は、Ｂ－ＩＳＤＮインタフェースに適用される。

　ＰＩＣＳは、能力と実装されているオプション、および実装されなかった特徴をもれなく明記したド

キュメントである。したがって、実装は関連する要求に対して、そして、そのような要求に対してのみ適

合性を試験することができる。

　本ＰＩＣＳにはいくつかの使用法がある。最も重要なものは、静的な適合性の審査と、どの適合性試験

がこの製造物に適用できるかを識別するための試験項目の選択である。

　ＰＩＣＳ様式は質問形式のドキュメントであり、通常、プロトコル仕様設計者、または適合性試験項目

群設計者により設計され、特定の実装かシステムに対して、回答が完成したときにＰＩＣＳとなるもので

ある。

　本ドキュメントの節Ｂ．５には、ＳＳＣＯＰ（標準ＪＴ－Ｑ２１１０）プロトコル能力、プロトコル

データユニット、システムパラメータに対応している。

（注）ＳＳＣＯＰは、異なるＡＡＬサービスを提供する異なるサービス依存コーディネーション機能（Ｓ

ＳＣＦ）と組み合わせることができる。そのため、ＳＳＣＯＰ仕様では、一般的プロトコルのための

必須機能を定義している。これらの機能の内のいくつかは、特定のサービスでは、不必要な場合もあ

り、そのような機能はＡＡＬユーザにはＳＳＣＦによってマスクされる。いくつかのＳＳＣＯＰ機能

を実装しないにもかかわらず、ある種のＡＡＬサービスの要求を満たす実装も可能である（例えば、

ＳＳＣＯＰのローカルデータ回収機能は、Ｂ－ＩＳＤＮのＵＮＩシグナリングではサポートする必要

がない）。特定のＳＳＣＦによるサービスの提供のみを考慮して実装するのであれば、そのような特

定のＳＳＣＦのためにＰＩＣＳ様式を引用することも可能である。しかし、必須ＳＳＣＯＰ機能をサ

ポートしないことは、異なるＡＡＬサービスを提供する別のＳＳＣＦとそのようなＳＳＣＯＰ実装と

の組み合わせを妨げる可能性がある。

１．　ＰＩＣＳ様式に対する著作権を放棄する。本ドキュメントのユーザは、本ドキュメントの中のＰＩ

ＣＳ様式を自由に複写することができ、それをその本来の目的に使用してもよいし、完成したＰＩＣ

Ｓを更に出版してもよい。
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Ｂ．２　略号および特殊シンボル

ＣＰＥ 加入者宅内装置

ＩＵＴ 試験対象の実装

Ｍ 必須

Ｎ／Ａ 適用不可

Ｏ オプション

Ｏ．＜ｎ＞ オプション、ただし選択した場合は、数字＜ｎ＞によって示されるグループ内の一つ以

上、あるいはただ一つだけのオプションをサポートすることが要求される

Ｐ 禁止

ＰＣ プロトコル能力群項目番号の接頭語

ＰＤ プロトコルデータユニット群項目番号の接頭語

ＰＩＣＳ プロトコル実装適合宣言

ＰＩＸＩＴ プロトコル実装試験用補助情報

Ｓ．＜ｉ＞ 補足情報番号ｉ

ＳＰ システムパラメータ群項目番号の接頭語

Ｘ．＜ｉ＞ 例外情報番号ｉ

Ｂ．３　ＰＩＣＳ様式を完成させるための指示

　ＰＩＣＳ様式の主要部分は、三部分に分けられた固定形式の質問表である。質問に対する回答は、質問

表の右側の欄に、（ＹｅｓまたはＮｏといった）限られた選択肢に単に印を付けるか、あるいは、値や、

値の組または値の範囲を入力することのいずれかによって行う。

　また提供者は、例外情報か補足情報のいずれかとして分類される（ＰＩＸＩＴ以外の）付加情報を提供

してもよい。そのような場合、相互参照を行うために、各種付加情報は、それぞれＸ．＜ｉ＞またはＳ．

＜ｉ＞とラベル付けされた項目として示されなければならない。ここで、＜ｉ＞は対応する項目を明確に

指し示すための識別子である。例外項目には、それを付加することの適切な理由を含むべきである。補足

情報は必須のものではなく、そのような情報がなくてもＰＩＣＳは完結する。オプションである補足ある

いは例外情報を提供することで、試験の実行に影響を与えてはならないし、また静的な適合性の検証に影

響を与えることはない。

（注）一つの実装で複数の装置構成法が可能な場合、一つのＰＩＣＳでそのような構成すべてを記述する

こともできる。しかし、もし情報の提供がより容易に、より明確に行えるのであれば、提供者は、そ

れぞれが実装で構成できるサブセットの内の、いくつかを含んだ複数のＰＩＣＳを提供することもで

きる。

Ｂ．４　適合性の全体的な宣言

　全体的宣言：本ＰＩＣＳで指定される実装は、参照される標準の必須要求のすべてを満たしている

　　Ｙｅｓ／Ｎｏ
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　提供者は、本節の宣言に「Ｙｅｓ」で回答することによって、適合性の宣言に必要な要求を完全に満た

すことになる。しかし、提供者にとって本節の宣言を行うために、以下の各節の詳細な表を作成すること

が有用である。

（注）本質問に対して「Ｎｏ」と回答した場合は、本標準に不適合であることを意味する。サポートされ

てない必須機能は、それに起因する異常状態の説明とともに以下のＰＩＣＳ内に列記されなければな

らない。

Ｂ．５　ＳＳＣＯＰ（標準ＪＴ－Ｑ２１１０）

Ｂ．５．１　プロトコル能力（ＰＣ）－ＳＳＣＯＰ

項番 プロトコルの特徴 状態 参照 サポート

PC1 ＩＵＴがキープアライブ機

能をサポートしているか？

Ｍ 5. e) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC2 ＩＵＴがローカルデータ回

収機能をサポートしている

か？

Ｍ 5. f) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC3 ＩＵＴがプロトコルエラー

のためのＳＳＣＯＰのエ

ラー回復をサポートしてい

るか？

Ｍ 5. i) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC4 ＩＵＴが状態に無関係にす

べてのメッセージを認識す

るか？

Ｍ 表 2/JT-Q2110 Yes:＿, No:＿, X:＿

PC5.1 プロトコルエラーがない場

合、ＩＵＴが順序保証を伴

う確認型データ転送をサ

ポートしているか？

Ｍ 5. a) h) ;7.1 j) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC5.2 ＩＵＴが非確認型データＰ

ＤＵの送信をサポートして

いるか？

Ｍ 5. h) ;7.1 n) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC5.3 ＩＵＴがマネージメント

データＰＤＵの送信をサ

ポートしているか？

Ｍ 7.1 o) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC6 ユーザが起動する再同期手

順をＩＵＴがサポートして

いるか？

Ｍ 5. g) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC7 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネク

ションの設定手順をサポー

トしているか？

Ｍ 5. g) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC8 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネク

ションの解放手順をサポー

トしているか？

Ｍ 5. g) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC9 ＩＵＴが再送後のポーリン

グをサポートしているか？

Ｏ SDL Yes:＿, No:＿, X:＿

PC10 ＩＵＴがＳＴＡＴ－ＰＤＵ

の分割をサポートしている

か？

Ｍ 7.2.5 Yes:＿, No:＿, X:＿

PC11 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネク

ションを開始できるか？

Ｍ 5. g) Yes:＿, No:＿, X:＿
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PC12 ＩＵＴが相手同位エンティ

ティからのＳＳＣＯＰコネ

クション設定を拒絶（ＢＧ

ＲＥＪ）できるか？

Ｍ SDL Yes:＿, No:＿, X:＿

PC13 ＩＵＴがレイヤマネージメ

ントに対するエラー通知を

サポートしているか？

Ｍ 5. d) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC14 ＩＵＴがプロトコルエラー

検出機能をサポートしてい

るか？

Ｍ 5. i) Yes:＿, No:＿, X:＿

PC15 ＳＳＣＯＰコネクションが

存在しない場合、ＢＧＮの

受信か、ＳＳＣＯＰユーザ

からの要求のみによりコネ

クション設定を行うか？

Ｍ SDL Yes:＿, No:＿, X:＿

PC16 ＳＳＣＯＰがＳＳＣＯＰ

ユーザ間情報の転送を許す

か？

Ｍ 5. g) ;6.1.2 b) Yes:＿, No:＿, X:＿

Ｂ．５．２　ＳＳＣＯＰ　ＰＤＵ－プロトコルデータユニット（ＰＤ）

項番 プロトコルの特徴 状態 参照 サポート

オクテット転送順序について

PD1 数字の昇順 Ｍ 7.2.1 Yes:＿,No:＿,X:＿

フィールドマッピングについて

PD2 最下位ビット位置＝最下位

桁値

Ｍ 7.2.1 Yes:＿,No:＿,X:＿

PD3 ＰＤＵフォーマットが、３

２ビット単位か？

Ｍ 7.2 Yes:＿,No:＿,X:＿

PD4 すべての予約フィールドが

“０”で満たされている

か？

Ｍ 7.2.3 Yes:＿,No:＿,X:＿
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Ｂ．５．３　ＳＳＣＯＰシステムパラメータ（ＳＰ）

項番 プロトコルの特徴 状態 参照 サポート

SP1 ＢＧＮ，ＥＮＤ，ＥＲ，Ｒ

Ｓ－ＰＤＵの最大転送数

（ＭａｘＣＣ）

Ｍ 7.7 a) ; Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP2 ＰＯＬＬ－ＰＤＵ送信前の

最大ＳＤ－ＰＤＵ数（Ｍａ

ｘＰＤ）

Ｍ 7.7 b) ; Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP3 ＳＴＡＴの最大リスト要素

数（ＭａｘＳＴＡＴ）

Ｍ 7.7 c) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP4 最大ＰＤＵ長（ｋ） Ｍ 7.2.4 Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP5 Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ Ｍ 7.6 a) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP6 Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－

ＡＬＩＶＥ

Ｍ 7.6 b) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP7 Ｔｉｍｅｒ＿

ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ

Ｍ 7.6 c) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP8 Ｔｉｍｅｒ＿ＩＤＬＥ Ｍ 7.6 c) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP9 Ｔｉｍｅｒ＿ＣＣ Ｍ 7.6 d) Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP10 ＰＣ１６がサポートされて

いる場合、最大ＳＳＣＯＰ

－ＵＵ長は？

Ｍ 6.1.2 b) ;7.2.4 Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿
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付録　Ｉ　概念と用語

（標準ＪＴ－Ｑ２１１０に対する）

　ＯＳＩ参照モデルにおける基本的な構成技術は階層化である。この技術により、アプリケーションプロ

セス間の通信は、付図Ｉ－１／ＪＴ－Ｑ２１１０に示すように、垂直方向に表わされる順序づけられたレ

イヤに論理的に分割してとらえることができる。

付図Ｉ－１／ＪＴ－Ｑ２１１０

階層化

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

ＬＭ：レイヤマネージメント

システムマネージメント

←→

←→

←→

←→

←→

←→

←→

最上位レイヤ

（Ｎ＋１）レイヤ

（Ｎ）レイヤ

（Ｎ－１）レイヤ

最下位レイヤ

ＬＭ｜

｜

ＬＭ｜

ＬＭ｜

ＬＭ｜

ＬＭ｜

｜
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　ＳＡＡＬサービスアクセスポイント（ＳＡＰ）はＳＡＡＬがレイヤ３にサービスを提供するポイントで

ある。各ＳＡＡＬ－ＳＡＰには、１つ以上のＳＡＡＬコネクションエンドポイントが対応する。付図Ｉ－

２／ＪＴ－Ｑ２１１０参照。

付図Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ２１１０

エンティティ，サービスアクセスポイントおよびエンドポイント

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

　エンティティは各レイヤに存在する。同じ目的を実現するために情報の交換を必要とする異なるシステ

ム内の同一レイヤエンティティは「同位エンティティ」と呼ばれる。隣接するレイヤのエンティティは、

共通の境界を介して相互に動作する。ＳＡＡＬによって提供されるサービスは、ＳＡＡＬ　ＣＳサービス

依存部、ＳＡＡＬ共通部、およびＡＴＭレイヤによって提供されるサービスと機能の組み合わせとなる。

　ＳＡＡＬエンティティ間の相互動作は本レイヤに対して規定された同位間プロトコルによって規定され

る。

　ＳＡＡＬサービスデータユニット（ＳＤＵ）は物理コネクションによってＳＡＡＬエンティティ相互間

を運ばれる。

　レイヤ３はＳＡＡＬからのサービスをサービスプリミティブを介して要求する。ＳＡＡＬとＡＴＭレイ

ヤ間の相互動作に対しても同じことが適用される。プリミティブはＳＡＡＬとそれに隣接するレイヤ、お

よびＳＡＡＬと各共通部の間の論理的な情報および制御の交換を概念的に表わすものである。プリミティ

ブは実装を規定したり、強制したりするものではない。

レイヤ３

ＳＡＰ

ＳＡＡＬ
エンドポイント

ＳＡＡＬ

レイヤ３エンティティ

ＳＡＡＬ
レイヤエンティティ
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　ＳＡＡＬと隣接するレイヤ間で交換されるプリミティブは以下のタイプである。

（付図Ｉ－３／ＪＴ－Ｑ２１１０参照）

（注）同じ原理がＳＡＡＬレイヤとＡＴＭレイヤ相互動作に対して適用できる。

付図Ｉ－３／ＪＴ－Ｑ２１１０

プリミティブ動作シーケンス

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

　「要求」プリミティブタイプは、上位レイヤが隣接する下位レイヤからのサービスを要求するときに使

用される。

　「表示」プリミティブタイプは、サービスを提供するレイヤが隣接する上位レイヤに対してサービスに

関連した何らかの動作を通知するために使用される。表示プリミティブは同位エンティティにおける要求

プリミティブタイプに関連する下位レイヤの動作の結果ともいえる。

　「応答」プリミティブタイプは、上位レイヤが下位レイヤから表示プリミィティブを受信したことを知

らせるために使用される。

　「確認」プリミティブタイプは、要求されたサービスを提供するレイヤによって動作が完了したことを

上位レイヤが確認するために使用される。

　いろいろなタイプのＳＤＵによって、情報は同位エンティティ間と特定のＳＡＰを介した隣接するレイ

ヤ（およびサブレイヤ）内のエンティティ相互間を転送される。

レイヤ３

確認→ ←要求 表示→ ←応答

ＳＡＰ

ＳＡＡＬ同位間プロトコル

ＳＡＡＬ

ａ．要求

ｂ．表示

ｃ．応答

ｄ．確認
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付録　Ⅱ　ＳＳＣＯＰ動作例

（標準ＪＴ－Ｑ２１１０に対する）

　付表Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ２１１０は、ＳＴＡＴおよびＵＳＴＡＴ－ＰＤＵに含まれるリスト要素の意味を

表す。

付表Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＴＡＴおよびＵＳＴＡＴ－ＰＤＵ例

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

SD-PDU の受信状態 受信した POLL-PDU 応答すべきＰＤＵ

1,x,x,4 ＰＯＬＬ－ＰＤＵに

よらない場合

（ＵＳＴＡＴの場合）

ＵＳＴＡＴ(N(R)=2,｛2,4｝)

1,x,x,4 ＰＯＬＬ(N(S)=5) ＳＴＡＴ(N(R)=2,｛2,4,5｝)

1,x,x,x ＰＯＬＬ(N(S)=5) ＳＴＡＴ(N(R)=2,｛2,5｝)

1,x,x,4,5 ＰＯＬＬ(N(S)=6) ＳＴＡＴ(N(R)=2,｛2,4,6｝)

1,x,x,4,5,x,x ＰＯＬＬ(N(S)=8) ＳＴＡＴ(N(R)=2,｛2,4,6,8｝)

1,x,x,4,5,x,x,8,9 ＰＯＬＬ(N(S)=10) ＳＴＡＴ(N(R)=2,｛2,4,6,8,10｝)

（注）

・“｛｝”内の要素はリスト要素である

・関連するフィールドだけが示されている

・ｘ：送信中のＰＤＵ損失を表す

　付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ２１１０から付図Ⅱ－４／ＪＴ－Ｑ２１１０は、コネクション設定、データ転送、

コネクション解放および再同期の時間流れ図を表す。それら四つ全ての時間流れ図は誤り無しの場合の動

作として描かれており、プロトコル動作の概略を説明するものである。
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付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ２１１０

クラスＣサービスを提供する SSCOP コネクション設定の時間流れ図（誤り無しの場合の動作）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

付図Ⅱ－２／ＪＴ－Ｑ２１１０

クラスＣサービスを提供する SSCOP コネクションデータ転送の時間流れ図（誤り無しの場合の動作）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

Ａ Ｂ

ＡＡ－設定－要求
ＢＧＮ

ＡＡ－設定－表示

ＡＡ－設定－確認

ＢＧＡＫ

ＡＡ－設定－応答

ＰＯＬＬ

ＡＡ－データ－要求 ＳＴＡＴ

ＡＡ－データ－表示

Timer ＿
NO-RESPONSE
再起動

ＡＡ－データ－要求

ＡＡ－データ－表示
ＳＤ

ＳＤ

Timer ＿
NO-RESPONSE
再起動

(Timer ＿POLL
満了） ＰＯＬＬ

ＳＴＡＴ

Ａ Ｂ
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付図Ⅱ－３／ＪＴ－Ｑ２１１０

クラスＣサービスを提供する SSCOP コネクション解放の時間流れ図（誤り無しの場合の動作）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

付図Ⅱ－４／ＪＴ－Ｑ２１１０

クラスＣサービスを提供する SSCOP コネクション再同期の時間流れ図（誤り無しの場合の動作）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

Ａ Ｂ

ＡＡ－再同期－要求
ＲＳ

ＡＡ－再同期－表示

ＡＡ－再同期－確認

ＲＳＡＫ

ＡＡ－再同期－応答

Ａ Ｂ

ＡＡ－解放－要求
ＥＮＤ

ＡＡ－解放－表示

ＡＡ－解放－確認
ＥＮＤＡＫ
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　次に続く例は、いろいろな状況のもとでのプロトコル動作を表す。それぞれの例はプロトコル動作の特

定の状況のもとでの説明である。以下に示す決まりが図の中で用いられている。

－　送信側Ｔｘの下に示される数字は、ＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号であるＮ（Ｓ）と、それに関連し

たポールシーケンス番号であるＮ（ＰＳ）である。Ｎ（ＰＳ）は括弧で囲まれている。

－　受信側Ｒｘの下に示される数字は、受信ＳＤ－ＰＤＵのシーケンス番号を表す。配信の列にある

“○”はＳＤ－ＰＤＵが上位レイヤに配信されたことを表す。Ｒｘの列にある“×”はＳＤ－ＰＤＵ

の損失を表す。

－　ＰＯＬＬ－ＰＤＵは“ＰＯＬＬ（Ｎ（Ｓ），Ｎ（ＰＳ））”のように表す。

－　ＳＴＡＴ－ＰＤＵは“ＳＴＡＴ（Ｎ（Ｒ），Ｎ（ＰＳ），Ｎ（ＭＲ），リスト要素）”のように表す。

－　ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵは“ＵＳＴＡＴ（Ｎ（Ｒ），Ｎ（ＭＲ），リスト要素）”のように表す。

付図Ⅱ－５／ＪＴ－Ｑ２１１０

誤り無しの場合の動作

（ＩＴＵ－Ｔ　Ⅱ－５／Ｑ．２１１０）

　付図Ⅱ－５／ＪＴ－Ｑ２１１０は誤り無しの場合の動作を示す。ＳＤ－ＰＤＵは順番に受信され、上位

レイヤへ配信される。各ＳＤ－ＰＤＵは個々には受信確認されず、ＰＯＬＬ－ＰＤＵへの応答としてのＳ

ＴＡＴ－ＰＤＵにより、いくつかのＳＤ－ＰＤＵがまとめて受信確認される。

１（０）

２（０）

３（０）

４（１）

５（１）

１，２，３を

解放

１

２

３ＰＯＬＬ（４，１）

ＳＴＡＴ（４，１，Ｎ（ＭＲ））

Ｒｘ　上位レイヤへ配信動作　　Ｔｘ

送信側 受信側

○

○

○
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付図Ⅱ－６／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵによる誤り回復

（ＩＴＵ－Ｔ　Ⅱ－６／Ｑ．２１１０）

　付図Ⅱ－６／ＪＴ－Ｑ２１１０はＵＳＴＡＴ－ＰＤＵによる誤り回復動作を示す。３番のＳＤ－ＰＤＵ

を受信した結果、２番のＳＤ－ＰＤＵの紛失がわかると、受信側はＵＳＴＡＴ－ＰＤＵを送信して２番の

ＳＤ－ＰＤＵの再送を要求する。送信側はこのＵＳＴＡＴ－ＰＤＵを受信すると、２番のＳＤ－ＰＤＵを

再送する。なお、送信側が後続のＳＴＡＴ－ＰＤＵを受信した時、そのＮ（ＰＳ）を比較することにより

不要な再送は避けていることに注意すること。すなわち、再送した２番のＳＤ－ＰＤＵのＮ（ＰＳ）は１

であり、受信したＳＴＡＴ－ＰＤＵのＮ（ＰＳ）と同じ値なのでＳＴＡＴ－ＰＤＵを勧誘したＰＯＬＬ－

ＰＤＵの後に２番のＳＤ－ＰＤＵを再送していたことがわかり、２番のＳＤ－ＰＤＵはこのＳＴＡＴ－Ｐ

ＤＵでは再送しない。一般に、再送したＳＤ－ＰＤＵのＮ（ＰＳ）の値が、再送後に受信したＳＴＡＴ－

ＰＤＵのＮ（ＰＳ）の値より小さい場合にのみ、そのＳＤ－ＰＤＵを再送する。受信側は２番を受信する

と、それとその後に順番に受信したすべてのＳＤ－ＰＤＵとともに上位レイヤに配信する。

１

Ｘ

３

４

２

（３と４も配信）

１（０）

２（０）

３（０）

４（０）

１を解放

２（１）

５（１）

６（１）

ＰＯＬＬ（５，１）

　ＵＳＴＡＴ(2,N(MR),｛2,3｝)

　ＳＴＡＴ(2,1,N(MR),｛2,3,5｝)

Ｒｘ　上位レイヤへ配信動作　　Ｔｘ

送信側 受信側

○

○
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付図Ⅱ－７／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＴＡＴ－ＰＤＵによる誤り回復

（ＩＴＵ－Ｔ　Ⅱ－７／Ｑ．２１１０）

　付図Ⅱ－７／ＪＴ－Ｑ２１１０はＳＴＡＴ－ＰＤＵによる誤り回復動作を示す。これは、ＵＳＴＡＴ－

ＰＤＵを紛失した場合でも、ＳＴＡＴ－ＰＤＵにより対応できることを示す。

（ＴＴＣ注）この例ではＵＳＴＡＴ－ＰＤＵが紛失したことにより２番のＳＤ－ＰＤＵは再送されておら

ず、２番のＮ（ＰＳ）は０のままである。したがって、Ｎ（ＰＳ）＝１のＳＴＡＴ－ＰＤＵにより

再送される。

１（０）

２（０）

３（０）

４（０）

５（１）

１を解放

２（１）

６（１）

１

Ｘ

３

４

５

２

６　　（３，４，５も配信）

ＰＯＬＬ（５，１）

×

　ＵＳＴＡＴ(2,N(MR),｛2,3｝)

　ＳＴＡＴ(2,1,N(MR),｛2,3,5｝)

Ｒｘ　上位レイヤへ配信動作　　Ｔｘ

送信側 受信側

○

○
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付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｑ２１１０

ＳＴＡＴ－ＰＤＵによる最後に伝送されたＳＤ－ＰＤＵに対する誤り回復

（ＩＴＵ－Ｔ　Ⅱ－８／Ｑ．２１１０）

　付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｑ２１１０は最後に伝送されたＳＤ－ＰＤＵに対するＳＴＡＴ－ＰＤＵを用いた誤

り回復動作を示す。これは、最後に伝送された１つまたは複数のＳＤ－ＰＤＵをすべて紛失した場合を説

明している。この場合、受信側はＳＤ－ＰＤＵを紛失したかどうか認識できないので、ＵＳＴＡＴ－ＰＤ

Ｕは生成できない。しかし、ＰＯＬＬ－ＰＤＵにはその時点でのＮ（Ｓ）が表示されているので、このＰ

ＯＬＬ－ＰＤＵに勧誘されたＳＴＡＴ－ＰＤＵにより誤り回復ができる。なお、受信側はこの後に５番の

ＳＤ－ＰＤＵを受信しても、ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵを生成しないことを注意すること。

１（０）

２（０）

３（０）

４（０）

５（１）

１を解放

２（１）

３（１）

４（１）

１

Ｘ

Ｘ

Ｘ

５

ＰＯＬＬ（５，１）

ＳＴＡＴ(2,1,N(MR),｛2,5｝)

Ｒｘ　上位レイヤへ配信動作　　Ｔｘ

送信側 受信側

○
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付図Ⅱ－９／ＪＴ－Ｑ２１１０

最後に伝送された SD-PDU に対する STAT および USTAT-PDU を用いた誤り回復

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ.２１１０）

　付図Ⅱ－９／ＪＴ－Ｑ２１１０は最後に伝送されたＳＤ－ＰＤＵに対するＳＴＡＴおよびＵＳＴＡＴ－

ＰＤＵを用いた誤り回復を示す。ＳＴＡＴ－ＰＤＵは付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｑ２１１０の例と同様に生成さ

れる。しかしながら、このＳＴＡＴ－ＰＤＵでは後続の５番と６番のＳＤ－ＰＤＵの未受信は報告されず、

７番のＳＤ－ＰＤＵを後ほど受信した時に未受信として検出され、ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵにより回復される。

１（０）

２（０）

３（０）

４（０）

５（１）

６（１）

７（１）

１、２を解放　　３（１）

４（１）

５（１）

６（１）

Ｒｘ　上位レイヤへ配信

１

２

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

７

３

４

動作　　Ｔｘ

ＰＯＬＬ（５，１）

ＳＴＡＴ(3,1,N(MR),｛3,5｝）

ＵＳＴＡＴ(3,N(MR),｛5,7｝)

送信側 受信側

○

○

○

○



ＪＴ－Ｑ２１１０ - 106 -

付図Ⅱ-10／ＪＴ－Ｑ２１１０

STAT-PDU 紛失に伴う STAT および USTAT-PDU を用いた誤り回復

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ.２１１０）

　付図Ⅱ－１０／ＪＴ－Ｑ２１１０は、付図Ⅱ－９／ＪＴ－Ｑ２１１０と類似しているが、これはＳＴＡ

Ｔ－ＰＤＵが紛失した場合である。この場合ＵＳＴＡＴ－ＰＤＵでは過去の誤りを通知できないので、３

番と４番のＳＤ－ＰＤＵの損失はＵＳＴＡ－ＰＤＵでは回復されない。この例は、次のＳＴＡＴ－ＰＤＵ

が誤り回復を完結することを示す。

１（０）

２（０）

３（０）

４（０）

５（１）

６（１）

７（１）

１，２を解放

５（１）

６（１）

８（１）

３（２）

４（２）

１

２

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

７

５

６

８

Ｒｘ　上位レイヤへ配信

ＰＯＬＬ（５，１）

×

ＳＴＡＴ(3,1,N(MR),｛3,5｝）

ＵＳＴＡＴ(3,N(MR),｛5,7｝）

ＰＯＬＬ（９，２）

ＳＴＡＴ(3,2,N(MR),｛3,5,9｝）

動作　　Ｔｘ

送信側 受信側

○

○
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付図Ⅱ-11／ＪＴ－Ｑ２１１０

STAT-PDU を用いた誤り回復

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ.２１１０）

　付図Ⅱ－１１／ＪＴ－Ｑ２１１０は付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｑ２１１０と類似しているが、この場合は四つ

のリスト要素がＳＴＡＴ－ＰＤＵの中に含まれ、二つの損失部分（２番と３番、６番と７番）を示してい

る。

１（０）

２（０）

３（０）

４（０）

５（０）

６（０）

７（０）

１を解放

２（１）

３（１）

６（１）

７（１）

１

Ｘ

Ｘ

４

５

Ｘ

Ｘ

２

３

（４と５も配信）

ＵＳＴＡＴ(2,N(MR), ｛2,4 ｝）

ＰＯＬＬ（８，１）

ＳＴＡＴ(2,1,N(MR),｛2,4,6,8｝)

Ｒｘ　上位レイヤへ配信動作　　Ｔｘ

送信側 受信側

○

○

○
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付図Ⅱ-12／ＪＴ－Ｑ２１１０

２つの紛失 SD-PDU シーケンスの誤り回復

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ.2１１０）

　付図Ⅱ－１２／ＪＴ－Ｑ２１１０は図付Ⅱ－６／ＪＴ－Ｑ２１１０と類似しているが、この場合は五つ

のリスト要素がＳＴＡＴ－ＰＤＵの中に含まれ、二つの損失部分（２番と３番、６番と７番）を示してい

る。

１（０）

２（０）

３（０）

４（０）

５（０）

６（０）

７（０）

８（０）

９（０）

１を解放

２（１）

３（１）

６（１）

７（１）

１

Ｘ

Ｘ

４

５

Ｘ

Ｘ

８

９

２

３

（４と５も配信）

Ｒｘ　上位レイヤへ配信

ＵＳＴＡＴ(2,N(MR), ｛2,4 ｝）

ＵＳＴＡＴ(2,N(MR), ｛6,8 ｝）

ＳＴＡＴ(2,1,N(MR),｛2,4,6,8,10｝)

動作　　Ｔｘ

ＰＯＬＬ（１０，１）

送信側 受信側

○

○

○
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付録　Ⅲ　バッファと状態変数管理の要約

（標準ＪＴ－Ｑ２１１０に対する）

　表Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ２１１０は特定の状態に遷移したときのバッファと状態変数の状態を示す。

付表Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ２１１０

バッファと状態変数管理

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１１０）

ア

イ

ド

ル

１

出側

ｺﾈｸｼｮﾝ

起動中

２

入側

ｺﾈｸｼｮﾝ

起動中

３

出側

切断

起動中

４

 出側

 再同期

 起動中

５

入側

再同期

起動中

６

出側

回復

起動中

７

 回復

 応答

 待機中

８

入側

回復

起動中

９

ﾃﾞｰﾀ

転送

可能

１０

送信

ｷｭｰ

解放

Ｃ Ｕ Ｃ Ｃ Ｕ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ａ

送信

ﾊﾞｯﾌｧ

解放

Ｃ Ｕ Ｃ Ｃ Ｕ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｕ

再送

ｷｭｰ

解放

Ｕ Ｕ Ｕ Ｕ Ｕ Ｕ Ｕ Ｕ Ｕ 注１

受信

ﾊﾞｯﾌｧ

解放

Ｕ Ｕ Ｕ Ｕ Ｕ Ｕ Ｄ Ｄ 注２

受信

状態

変数

ﾘｾｯﾄ

Ｒ

送信

状態

変数

ﾘｾｯﾄ

Ｒ

ﾃﾞｰﾀ

回収

可能

Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ

説明

Ｕ　　バッファ／キューは状態への遷移時点で無条件に空である。

Ｃ　　バッファ／キューは条件付きで、すなわち“Clear-buffers＝ＮＯ”のとき状態への遷移時点で空で

ある。

Ａ　　状態８または９からの遷移で、かつ“Clear-buffers＝ＮＯ”（データは続いて送信される）でない

場合、バッファは状態への遷移時点で無条件に解放される。

Ｄ　　もし“Clear-buffers＝ＮＯ”ならば、バッファの内容は許容できるシーケンス番号の抜けを伴って

配信され、もし“Clear-buffers＝ＹＥＳ”ならばバッファは状態への遷移時点で解放される。

Ｒ　　データ転送状態変数は状態への遷移時点でリセットされる。

Ｙ　　データ回収可能
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（注１）データは状態１０の“データ転送可能”の時のみ再送キューに挿入できる。このバッファは他の

いずれの状態への遷移でも無条件に解放されるので、デフォルトでの状態１０への遷移の際は空

である。

（注２）データは状態１０の“データ転送可能”の時のみ受信バッファに挿入できる。このバッファは他

のいずれかの可能な状態から状態１０へ遷移する前に無条件に解放されるので、受信バッファは

状態１０への遷移の際は無条件に空でありデフォルトもまた同じである。
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付録　Ⅳ　ＳＳＣＯＰのデフォルトウインドウサイズ

（標準ＪＴ－Ｑ２１１０に対する）

　本付録はＳＳＣＯＰのウインドウサイズパラメータ（ウインドウサイズパラメータはＳＳＣＯＰ　Ｎ

（ＭＲ）フィールドにより通知される）を設定するのに用いられる。送信側の通信状態を維持するのに十

分なウインドウサイズの算出に、以下の式を使用することができる。あるいは、ウインドウサイズは特定

のコネクションまたは実装により最適化される。例えば、ウインドウサイズはフロー制御またはバッファ

管理により減少させられる場合もある。コネクションが設定されている間、ウインドウサイズは ローカ

ルの要求によりダイナミックに変更できる。

ｋ＝２＋（２×Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ＋６×Ｔｔｄ）×Ｒｕ／（８×Ｌｄ）

ただし、

ｋ： ウインドウサイズ

Ｔｔｄ： エンド・エンドの伝搬遅延（秒）

Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ：相手エンティティのポールタイマー値（秒）

Ｒｕ： ＳＳＣＯＰスループット（ｂｉｔ／ｓ）

Ｌｄ： データフレームサイズ（オクテット）

　エンド・エンドの伝搬遅延，スループット，フレームサイズに関する情報はＳＳＣＯＰエンドポイント

で既知でなければならない、または、シグナリングメッセージから引き出すこともある。同位エンティ

ティが使用しているＴｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬの値は、受信したＰＯＬＬ－ＰＤＵの頻度をもとに特定できる。

あるいは、ローカルな送信側により使用されているＴｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬの値を使用することもできる。

　Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ値と往復伝搬遅延はコネクションを維持するために必要なバッファサイズと密接

な関係を持つ。仮にウインドウサイズが、あまりにも大きなバッファがコネクションに必要なことを示す

ならば、実装により送信側Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ値を短くすることを考慮してもよい。または、受信側で

設定したウインドウと受信バッファを分離して考えてもよい。

　送信側に通知されるウインドウはＳＳＣＯＰ－ＰＤＵに含まれるＮ（ＭＲ）フィールド内のシーケンス

番号により通知される。このシーケンス番号（ＶＲ（ＭＲ））と、次に順序どおりに受信されるであろう

ＳＤ－ＰＤＵの番号（ＶＲ（Ｒ））の差が、受信側におけるウインドウである。
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